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I. 建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

 
1. 建学の精神 

学校法人宇部学園（以下「本学園」という。）は、二木謙吾初代理事長が郷土の先覚者で 

ある吉田松陰の「至誠」を建学の精神と定め、昭和 20 年に財団法人宇部女子商業学校を

設立したことから始まる。第二次世界大戦後、新たに公布された教育基本法の下で昭和 23 

年に宇部女子商業学校を宇部学園女子高等学校と改称し、宇部学園女子中学校を併置した。 

昭和 26 年に財団法人宇部女子商業学校の寄附行為により学校法人宇部学園に改組し、現 

在は山口学芸大学、山口芸術短期大学、慶進中学校・高等学校、成進高等学校、亀山幼稚 

園、宇部中央自動車学校の各校を運営し、いずれも「至誠」の精神が流れる教育を行って 

いる。  

山口芸術短期大学（以下「本学」という。）は、芸術文化を根幹に置いた心の教育をめざ 

し、昭和 43 年に明治維新 100 年を記念して開学した。開学以来、「至誠」を建学の精神

として掲げ、深く専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力の育成、並び

に芸術文化の修得により、人間味豊かな格調の高い人格の育成を図るとともに、地域社会

の発展に寄与することを目的に教育を推進し、平成 30 年には創立 50 周年の節目を迎え

た。 

 
■建学の精神 ～至誠～ 
「至誠」とは「真心（まごころ）を尽くす」ということである。 
「自らが授かったかけがえのない天分を、渾身の努力を尽くして最大限に伸ばし高め、社会

に貢献しようとする、人としてのあり方」をいう。 
 
■宇部学園の使命 
建学の精神「至誠」を具現化した教育を基盤として、多様な価値観に触れる教育活動の実践

を積み重ね、時代の変革に対応し、地域社会に貢献できる人材を育成する。 
 
郷土の先覚者 吉田松陰先生は、幕末期という時代の大転換期にあって、 日本の将来を

真剣に考え、まごころの限りを尽くして学問を探求し、自ら行動するとともに、多くの門

下生を育てられた。先生の至誠を貫いた深い学びと気概ある行動は、多くの人々を動かし

て近代日本の扉を開き、その高い志は門下生へと受け継がれた。  
二木謙吾初代理事長は、松陰先生の「至誠」に徹した生涯に感銘を受け、 門下生一人ひ

とりの長所に目を向けて前途有為な人材を数多く育てたその教育を範として、戦中・戦後

の混乱期の中、「至誠」の心を建学の精神と定め、宇部学園を創立された。 
以来、七十有余年にわたり、宇部学園は、激しい社会情勢の渦の中にあっても、常にこ

の建学の精神「至誠」を機軸とし、揺るぎない伝統を築き上げてきた。  
これからの時代は、多様性の時代であり、人知を超えた変革の時代になるといわれる。

このような時代なればこそ、この学園に集う者すべては、この建学の精神の意味を改めて

見つめなおすこととした。  
一人一人のかけがえのなさ、それゆえに自分を大切にし、努力をすることの重要性を説
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かれた初代理事長の人間観に思いを馳せ、ここに改めて、建学の精神に込められた初代理

事長の思いを再定義して受け継ぎ、「至誠」 を、予測困難な未来をたくましく切り拓いて

いく道標とする。 
 
2. 大学の基本理念(教育理念とビジョン) 

■教育理念  

建学の精神「至誠」にもとづき、芸術を基盤とする教育を発展させ、時代の変革に対応できる

多様性・柔軟性を備え、地域社会の発展に貢献できる人材を育成します。 
 

■ビジョン  

建学の精神「至誠」の心の継承と、芸術を基盤とする教育から時代の求めるSTEAM 教育を展

望し、リベラルアーツ教育を充実することで、地域で輝くオンリーワンの保育・芸術系短期大学

をめざします。 

 

山口芸術短期大学は、1968 年の創立以来、建学の精神「至誠」に基づき、芸術を通して豊か

な感性や創造性を育み、地域の芸術文化の振興と教育・福祉人材の養成に貢献してきました。 

本学を取り巻く社会は、超スマート社会（Society5.0）の到来に備え、情報通信技術（ICT）や

数理データ科学分野の革新的進展など、劇的な変化の時代を迎えようとしています。一方、少子

高齢化の進行による地域の生産人口や18歳人口の減少は、地域コミュニティにおける人と人の

つながりや、次代を担う子どもたちを取り巻く環境にも大きな影響を与えています。 

 
１）山口芸術短期大学がめざす将来像 

 山口芸術短期大学は、本学の不変の使命である建学の精神に込められた「志（こころざし）」

を継承しつつ、地域の人材育成や地方の創生、社会の発展に寄与します。 

そのためには、芸術を基盤とした教育のもと、これまで実施してきた特色ある教育内容や教

育方法に加え、時代が求める新たな STEAM 教育を展望し、本学としてのリベラルアーツ教育を

充実しながら、新しい専門的・職業的技術や知識を短期間で学ぶための多様な修学ニーズに応

えます。 

その中で、ICTも活用しながら、豊かな感性や表現への意欲や創造性を育むと同時に、地域社

会を支える職業人として自ら成長し続ける人材を輩出します。 

また、姉妹校である山口学芸大学や附属園である亀山幼稚園との連携をさらに強めながら、

地域における保育人材養成の実績を維持・発展させ、改定幼稚園教育要領、幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領及び保育所保育指針を踏まえた教育を実践します。  

これらの教育活動を確実に実現するために、大学運営のより一層のガバナンス強化を図り、

財政基盤の維持・強化にも積極的に関わりながら、地域で輝くオンリーワンの保育・芸術系短期

大学の実現をめざします。 

 
２）学生がめざす将来像 

他者に対する深い愛情とあらゆるものへの感謝の心を培いながら、主体的でたゆまぬ学びを
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通し、思考力・判断力・表現力・想像力をベースに、幅広い視野でその時々の課題を発見し、社

会変化に柔軟に対応しながら、課題を解決する能力を養います。そして、地域社会との連携を深

めながら、地域社会を支える職業人としての専門性と社会人として求められる能力を身につけ、

自らの無限の可能性を信じて常に成長し続ける意欲を持った存在となります。 
 
3. 使命・目的  

建学の精神及び教育の理念に基づき、本学の使命・目的及び教育目的を以下のとおり定め、

学則第 1 条に明記している。 
■山口芸術短期大学学則（目的） ☞ エビデンスデータ集 【資料1】  

  
II. 沿革と現況  

1. 学校法人及び本学の沿革 ☞ エビデンスデータ集 【表1】及び【表2】 

 
2. 本学の現況  

大学名 山口芸術短期大学 

所在地 山口県山口市小郡みらい町一丁目７番１号 

 
構成 

 
山口芸術短期大学 

保育学科 
芸術表現学科 
専攻科 

 
学生数、教員数、職員数 

(1) 学生数 ☞ エビデンスデータ集 【表3-1、表 3-2】 

(2) 教員数 ☞ エビデンスデータ集 【表4-1、表 4-2】 

(3) 職員数 ☞ エビデンスデータ集 【表5-1、表 5-2】 

 

3. 組織図 ☞ エビデンスデータ集 【資料2】 
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III. 自己点検・評価報告  

 
【教育１】新たな教育理念・ビジョンに基づく教育の質保証  

１．宇部学園ビジョン2030の浸透 

(1)建学の精神・教育理念・ビジョン2030をステークホルダー（教職員、学生、保護者、

高校生、地域等）へ周知する。 

①学生に周知するため、建学の精神、教育理念、ビジョン2030を学生ハンドブックに掲

載する。その上で、在学生には学科オリエンテーション、新入生には初年次教育で説

明し、その後も折に触れ繰り返し理解を促す。また、教職員への周知については、新

人研修や夏期・冬期の学園長・学長あいさつで実施していく。特に学修成果、ディプ

ロマ・ポリシー、シラバスとの関連性については、学生には初年次教育及び各授業に

おいて、教職員には年度はじめの会議で説明する。 

【報告内容】 

 建学の精神、教育理念、ビジョン2030については、学生ハンドブック（「Campus Guide」）

にリンクを掲載し、本学HPの該当ページに誘導して、容易に閲覧できる状態を維持した。 

 保育学科では、在学生に対しては、学科オリエンテーション、新入生には初年次教育、2

年生は卒業研究の時間等を活用し、特に学長や学科長が講話等で建学の精神・教育理念・ビ

ジョン2030について触れ、理解を促した。全体として周知の拡大に成功している。 

 芸術表現学科では、オープンキャンパスに参加した高校生・保護者に対して建学の精神

について説明した。新入学生には4月には学長による「至誠」の特別講義（1学年対象）を

実施するとともに、初年次教育「芸術表現入門」において学長、学科長、教務担当等より建

学の精神・教育理念・ビジョン2030について説明した。また、「郷土史」「キャリアデザイ

ン」等の授業では建学の精神の由来を紹介し「至誠」への理解を深め、本学で学ぶ意義の周

知に努めた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

建学の精神、教育理念の理解度：保育学科94.5%（100%）、芸術表現学科92.6%（100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 保育学科では、建学の精神、教育理念、ビジョン2030をステークホルダーに周知するた

め、Webサイトに掲載し、学生ハンドブックからも容易にアクセスできるようにした。オー

プンキャンパスに参加した高校生・保護者に対して、建学の精神について説明している。在

学生に対しては、学科オリエンテーション、新入生には初年次教育、2年生は卒業研究の時

間等を活用し、特に学長や学科長により講話等で繰り返し説明がなされ、理解を促した。今

後の課題として、学生が建学の精神や教育理念を理解したうえで、日常生活の具体的な行

動にどのように結びつけているか、把握することが望ましいと考える。 

 芸術表現学科では、学生アンケートによる調査結果（建学の精神などの理解度）を踏まえ

て、学生の理解をより深めるため、折に触れ繰り返し説明し理解を促すとともに、特に、建

学の精神・教育理念・ビジョン2030と学修成果、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位

授与の方針）、シラバスとの関連性について学生、教職員に説明を行った結果、建学の精神
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や教育理念について理解が深まってきたといえる。 

 

②非常勤講師については、シラバス作成依頼時や年度初めの非常勤講師との意見交換会

において、建学の精神・教育理念・ビジョン2030・学修成果・ディプロマ・ポリシー

の説明に加えて、カリキュラムマップやシラバスとの関連性について説明する。また、

保護者、高校生、地域への周知については、Web サイトでの広報の工夫により学園ビ

ジョンの浸透を図る。 

【報告内容】 

 保育学科及び芸術表現学科では、年度当初に非常勤講師との意見交換会を開催し、建学

の精神・教育理念・ビジョン2030と学修成果、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授

与の方針）の説明に加えて、カリキュラムマップやシラバスとの関連性について、資料を用

いて説明を行った。当日欠席者には資料を郵送するとともに当日の説明及び質疑応答の様

子をビデオに録画しオンデマンド配信を行った。結果として、保育学科及び芸術表現学科

とも周知した非常勤講師の割合はビデオ視聴を含め100%となっている。 

 また、保育学科・芸術表現学科ともに、Webサイトでの広報、オープンキャンパスでの学

科説明、入学式当日の保護者説明会等を通して保護者・高校生・地域等への周知を行った。

周知の徹底を継続的に図ってきたことで、昨年度以前からの継続勤務の非常勤講師へのビ

ジョンのさらなる浸透とともに、新たに着任した非常勤講師への周知も円滑に実施するこ

とができた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

「建学の精神・教育理念・ビジョン 2030」を周知した非常勤講師の割合：保育学科 100%

（100%）、芸術表現学科100%（100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 保育学科では、建学の精神・教育理念・ビジョン2030に関する周知方法について、教職

員に対しては、各種学内会議および非常勤講師との意見交換会、学生に対しては、各種オリ

エンテーションや初年次教育を活用し、保護者、高校生、地域に対しては、主に本学HPで

周知する体制が確立した。今後も継続的に周知に努める必要があると考える。 

 芸術表現学科では、非常勤講師についてはシラバス作成依頼時や年度初めの非常勤講師

との意見交換会において、建学の精神・教育理念・ビジョン2030・学修成果・ディプロマ・

ポリシーの説明に加えて、カリキュラムマップやシラバスとの関連性について説明した。

また、保護者、高校生、地域への周知については、オープンキャンパスでの学科説明、入学

式当日の保護者説明会などのほか、Web サイトでの広報により学園ビジョンの浸透を図っ

た。 

 結果として、保育学科及び芸術表現学科とも周知した非常勤講師の割合はビデオ視聴を

含め100%となっている。 

 

③「宇部学園創立80周年」を記念して、建学の精神、教育理念の共有・浸透を目的とし

た事業（記念誌編纂事業、資料保存・資料展示事業、講演会・祝賀会事業）を企画・
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実施する。 

【報告内容】 

 80 周年記念 5事業（①記念誌編纂事業、②資料保存・資料展示・各部門資料展示事業、

③創立者胸像の尊厳確保事業、④記念式典・記念講演会・祝賀会事業、⑤新年互礼会事業）

は令和7年度末をもって成功裏に終了した。各事象の概要は以下のとおりである。 

 ①記念誌編纂事業は慶進中・高等学校が主担当となって編集等を行い、令和 8 年 2 月に

完成した。②資料保存・資料展示・各部門資料展示事業は慶進中・高等学校が主担当となっ

て実施し、令和7年 12月～令和8年 2月の間、持ち回りで各部門での展示を実施した。③

創立者胸像の尊厳確保事業は大学が担当し、昭和 60 年 11 月に顕彰事業委員会によって建

立・寄贈した 4 体の胸像の確認と整備を実施した。特に、山口県教育会寄贈の胸像は再整

備することになり、令和 8 年 1 月に教育会館 1 階 F ロビーへの再設置を完了した。④記念

式典・記念講演会・祝賀会事業は大学が担当し、令和8年 3月 10日に山口グランドホテル

で開催した。記念講演として一坂太郎氏をお迎えして「吉田松陰と松下村塾」をテーマにご

講演をいただいた。宇部学園役員・評議員、教職員が出席して大盛況のうちに終了した。⑤

新年互礼会事業は成進高等学校が担当し、令和 8 年 1 月に実施して各部門の教職員が出席

した。 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 本事業は「学校法人宇部学園は、初代理事長 二木謙吾先生が昭和 20 年 3 月に財団法人

宇部女子商業学校を山口県宇部市に設立、令和 7 年度には 80 年を迎える。これまでの 80

年を振り返るとともに、宇部学園全教職員並びに各学校が相互の連携を図りながら、至誠

の心を未来に継承するために社会変化や多様性への対応を促進し、宇部学園ビジョンの確

実な実現につなげる」ことを目的として、令和 5 年 7 月の第 1 回常勤理事会において「創

立80周年記念事業企画委員会」の設置を決定し、5事業（①記念誌編纂事業、②資料保存・

資料展示・各部門資料展示事業、③創立者胸像の尊厳確保事業、④記念式典・記念講演会・

祝賀会事業、⑤新年互礼会事業）の企画・実施を進めることとした。その後、数回の常勤理

事会を開催し、事業の進捗を確認しながら計画を達成した。 

 本事業は成功裏に終了したことから、目的は達成できた。 

 

 

２．教学マネジメントの機能強化 

(1)内部質保証を確保するための自己点検・評価活動及び外部評価を継続的に実施する。 

①本学の自己点検・評価活動と令和8年度受審予定の認証評価に向け、自己点検・評価

委員会及び認証評価専門部会等を中心に、評価機関が定める評価基準や教育の内部質

保証等に係る必要な情報の収集と情報共有を行う。 

【報告内容】 

 認証評価受審に向けた準備として、8月 26日開催の令和8年度短期大学認証評価ALO対

象説明会へ参加して内容を確認すると共に、9月 18日に短大SD研修「認証評価受審に向け

て」を開催し、ALOから教職員に対して短大認証評価基準等の必要な情報の提供を行った。 

 認証評価受審に向けた自己点検評価書及びエビデンスデータ等は、短大認証評価部会が
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中心となって取りまとめに着手し、2月 27 日に評価基準観点毎の執筆担当の確認が行われ

て執筆を開始し、3月 31日には進捗状況の確認が行われた。進捗状況としては50％程度で

はあるが、5月 15 日を自己点検評価書の本文確定目標として、評価機関が指定した期間に

提出する予定で作業を進めている。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

認証評価機関が定める基準に基づく令和7年度自己点検評価書の作成：50.0％（90％） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 認証評価受審に向けた準備作業として、大学・短期大学基準協会開催の令和 8 年度短期

大学認証評価 ALO 対象説明会へ参加して情報収集を行うと共に、その説明会を受けて学内

で短大SD研修を開催してALOから教職員へ必要な情報の提供を行った。 

 認証評価受審に向けた自己点検評価書及びエビデンスデータ等は、短大認証評価部会が

中心となって取りまとめに着手しており、評価機関が指定した期間に提出する予定で作業

を進めている。 

 

(2)学修成果の量的・質的な測定・分析により、教育の質の向上を図る。 

①アセスメントプランに基づき、入学段階・在学中・卒業時の学修成果を機関レベル・

教育課程レベル・授業科目レベルで把握・測定し、三つの方針や教育課程の見直しに

活用する。 

【報告内容】 

 アセスメントプランに基づき、入学段階・在学中・卒業時の学修成果を機関レベル・教育

課程レベル・授業科目レベルで把握・測定したものを学科会議等で共有し、教育課程や学生

への学習支援方策の見直しに活用できている。 

 令和10年度以降の教育課程編成に向けて、教育編成が円滑に実施できるよう、三つの方

針や教育課程について、学生の実態に応じた改善に向けて、再度点検・確認を進めている。。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

ポリシー見直し会議の開催回数：3回/年（3回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 アセスメントプラン（令和 6 年度まではアセスメント・ポリシー）に基づく各種データ

の調査することで、教員の成績評価の状況を把握するとともに、教育課程や学生への学習

支援方策の見直しに活用することで教育の質の向上を図ることができている。 

 保育学科では、個別対応が必要な学生は増加を続けている。学生の学修成果の獲得状況

を踏まえ、検討を続け、教育課程の見直し、個別の履修相談などのきめ細かいサポート等を

続けてきた。今後、学内外において本学の三つの方針の周知をより徹底することで、教職員

はポリシーに沿ったサポートの強化に、学生は入学後のスムーズな学修成果の獲得につな

げていく。 
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 芸術表現学科では、令和 6 年度入試から導入したエントリー式総合型選抜により入学者

の多様化が進んでいることから、非常勤講師も含めてディプロマ・ポリシーを徹底した上

で、令和10年度の教育課程改定に向けて実力養成型のシラバスの作成に着手、令和7年度

には既に PBL を中心として各科目が有機的につながるような授業を展開している。今後、

一層多様化する学生の現状を見据え、引き続き、入学段階・在学中・卒業時の学修成果を個

別のポートフォリオを基に機関レベル・教育課程レベル・授業科目レベルで把握・測定し、

三つの方針や教育課程の見直しを行っていく予定である。 

 

②アセスメントプラン及びその申合せに定めた指標等の再設定や見直しを行い、得られ

たデータが教育改善に活用できるようにして、教職員の負担軽減を図りながら、それ

らの指標の中から公開可能なデータをWebページ上に公開する。 

【報告内容】 

 令和 7 年度から新たに使用を開始したアセスメントプラン及びその申合せ（山口芸術短

期大学アセスメントプランの具体的な実施における申合せ）に基づき、教職員の負担軽減

に配慮しながら、教育改善に向けた運用の実質化を進めた。その結果、令和 8 年 3 月末ま

でに収集・公表するとした15項目すべてをWebページで公表し、関係委員会での分析を経

て、各学科や関係部署における教育の質の向上につなげることができた。 

 アセスメントプランに基づく各種データの量的・質的な測定・分析により、教員の成績評

価の状況を把握し、教育課程や学生への学習支援方策の見直しに活用することで、教育の

質の向上を図ることができている。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

公開可能な指標のデータの公開率：100%（100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 アセスメントプラン（令和 6 年度まではアセスメント・ポリシー）に基づく各種データ

について、公表可能な指数等はWebページ上に100％公表している。 

 令和 6 年度には、アセスメント・ポリシー及びその申合せに定めた指標等について、得

られたデータがより教育改善に活用できるよう再設定や見直しを行った。今年度からは、

アセスメントプラン及びその申合せ（山口芸術短期大学アセスメントプランの具体的な実

施における申合せ）に改めた指標等に基づき、得られたデータを教育改善に活用して教育

の質の向上を図るとともに、例年どおり指標の中から公表可能なデータを Web ページ上に

公表することとし、令和8年 3月末までに公表を完了した。 

 これにより、データに基づく教育改善の循環(PDCA）が見えやすくなり、学科・部署横断

での改善が進むなど、教学マネジメントの機能強化が進展した。 

 

③学修ベンチマークを活用して、学修成果（8つの力）の獲得状況を確認、分析し、授業

内容及び教育方法の改善を進める。 

【報告内容】 
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 学生が学科のカリキュラムマップに沿って、8 つの力に関する資質をバランスよく向上

させ、多様な個性や夢をもつ集団の中で相互に刺激し合いながら能力伸張が図れるよう、

月例教科会議において、2か月に1回程度の検討を繰り返すとともに、1年次の学修成果を

学修ベンチマークルーブリックにより評価した結果を用いて、各授業担当教員による授業

改善・シラバスの見直しを行った。今年度は、新たな試みとして、学修成果 8 項目の入学

時の平均値に対し、個別のレーダーチャートを作成して、チューターによる個別面談に活

用した。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

学修ベンチマークルーブリックを活用した達成レベルの計測：2.96（卒業時の達成レベル

（学生による自己評価の平均値）3以上） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 入学から卒業に至るまでの学修成果の推移を可視化できる指標として評価を行うことに

より、これまで見直してきた教育課程の実効性を検証するとともに、前年度の学修成果を

評価・分析し、学修ベンチマークルーブリックの平均値の推移をもとにした分析結果を活

用して授業の進め方や課題の工夫・評価方法等の改善を行った。今後は、学生にとって学修

成果に対してより適切な自己分析が可能となる「学修成果の自己評価表」を改訂するとと

もに、各学生の学修成果 8 項目の入学時の平均値に対し、個別のレーダーチャートを作成

して、チューターによる個別面談に活用していく。 

 

④GPおよびGPA等を活用して授業科目の教育内容の改善を行うとともに、学修ポートフ

ォリオ（履修カルテを含む）を用いた個別指導を推進する。 

【報告内容】 

 保育学科の授業科目については、概ね学生の習熟度を踏まえた授業展開が行われている。

学習の状況に課題を抱える学生に対しても、その課題を解決するため、1年生ではチュータ

ーの時間を、2 年生では「保育・教職実践演習（幼稚園）」の時間を利用する等して、学修

ポートフォリオ、履修カルテ、CampusPlan Web Serviceを使用しながら個別面談を実施し、

学生の現状・事情を把握しつつ指導を行っている。GP 平均値については目標値に達しなか

ったが、個々の学生に対して地道な個別指導を行っており、把握した学生の学修状況を適

切に共有し、教育の質の向上に取り組むことができている。 

 芸術表現学科の全科目の平均点（GPA）については、概ね適正範囲とすることができてい

る。その中において、様々な理由から学習上の困難を抱えている GPA2.00 未満の学生

（11.6％）に対しては、学修成果の個別ポートフォリオを用いて質的な内容を把握しなが

ら、チューターによる個別指導を適宜行っており、粘り強い個別指導により改善が図られ

ている。また、希望者に対しては、保護者を含めた三者面談を行っており、これらの個別の

面談を重ねることで学生個々の課題を明確にして、教育と学修の質の向上に努めている。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 
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(1) 科目ごとのGPの平均が適正範囲内（2.0以上 3.5未満）の科目の割合：保育学科97.0%

（100%）、芸術表現学科97.0%（100%） 

(2) GPA2.00以上の学生の割合：保育学科86.7%（93%以上）、芸術表現学科88.4%（90%） 

(3) 学生あたりの学修ポートフォリオ（履修カルテ含む）を用いた個別指導回数（授業時間

中含む）：保育学科 1 年生 3 回/年、2 年生 4 回/年（1 年生 3 回以上/年、2 年生 4 回以上/

年）、芸術表現学科 1 年生 3 回/年、2 年生 3 回/年（1 年生 3 回以上/年、2 年生 3 回以上/

年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 保育学科においては、科目ごとのGPの平均の調査により、各授業科目における授業改善

が進み、履修登録者が比較的多い環境も相まって、適正範囲内を安定して維持することに

成功している。一方で、困難を抱える学生が多様化する中で、一人ひとりの状況に合った指

導を行い、学生の満足度を高めていくことが、新たな課題となっている。 

 芸術表現学科においては、量的データを用いた測定として、学生のGPA分布（学期GPA及

び通年GPA）を作成するとともに、学位授与数、単位取得状況、資格・免許の取得率・取得

者数、公務員採用試験の合格率・合格者数等を算出し、把握したそれらの数値を活用して授

業内容の改善を行ってきた。今後もGPおよびGPA等を活用して授業科目の教育内容の改善

（シラバスの見直しを含む）を行い、教育の質の向上を図るとともに、学修ポートフォリオ

（履修カルテを含む）を用いた個別指導を推進していく。 

 

 

【教育２】教育内容・方法の改善 

３．Society5.0の時代に求められる新たな資質・能力を兼ね備えた人材の育成 

(1)新たな教育理念及びビジョンに基づき、現行の教育課程を修正し、運用する。 

①新たな教育理念とビジョンの実現に向けて、リベラルアーツを含むSTEAM教育及び全

学共通科目等についての検討を具体的に進める。 

令和8年度教育課程において、「英語コミュニケーション」「体育（実技）」の2科目を

全学共通科目化する。 

【報告内容】 

 令和 8 年度教育課程から「英語コミュニケーション」「体育（実技）」を全学共通科目化

することが確定したことで、教養教育科目において、5科目が全学共通科目となった。学科

を超えた受講者が、各々の資質や興味に基づく学生集団として、相互に刺激し合いながら

能力伸張を図る機会を提供するという点から、教育課程編成上の成果となった。 

 以上のことから、本項目は計画どおり進んでいる。 

 引き続き、時間割編成等において学内の連携を取りながら、運用面の工夫を続けていく。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

全学共通科目の開講数：5科目（5科目） 
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【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 前期計画期間を通じて検討を重ね、「知的財産法入門」「文学」「暮らしのなかの科学」「英

語コミュニケーション」「体育（実技）」の5科目を全学共通科目とすることができた。 

 新たなビジョンにおいては「芸術を基盤とする教育を核として STEAM 教育を充実するこ

と」が示されることとなり、今後は、その視点からの検討も必要である。 

 

(2)現行 3法令（幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育 

要領）を踏まえての新養成課程の検証及び養成力向上を図る。 

①「教育課程検討チーム」において、養成課程に関して令和6年度段階で判明した学生

数に対するクラス編成等の課題の解決を図る。 

【報告内容】 

 学生が個に応じて自学自習に取り組む余地を創出するため、令和 8 年度教育課程から、

本学の特徴を残しつつ、開講科目を精選して実施することとしている。これらの幼稚園教

諭免許状・保育士資格に関わる該当科目について、幼稚園教諭養成課程の「領域に関する専

門的事項のモデルカリキュラム」「教職課程コアカリキュラム」、保育士養成課程の「教科目

の教授内容」等を再度確認しながら、新しいシラバス内容を検討した。 

 また、令和 6 年度生より、それまで 4 クラスであったクラス編成を、学生数に対応して

1クラスの人数を減じて6クラスとし、令和7年度に全学年が6クラス編成となった。授業

によって2～3クラスでユニットを組むなど、時間割編成において柔軟に工夫することがで

きた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 検討会議回数：3回（3回/年） 

(2) 課題解決率：100%（100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 新たな時代に必要とされる資質・能力を育成するため、3ポリシーや学修成果を踏まえな

がら、ICTの活用や課題解決能力の育成に関すること、単位の実質化や学修者本位の教育を

実現するための学生の意見の反映、また近年の学生数の減少や学生の気質傾向及び教員配

置を踏まえたクラス編成や教育課程の検討・適正化、学生個別の履修プラン検討等、不断の

検討を続け、一つ一つ課題を解決しながら取り組んできた。教育課程や教授内容について、

授業間の調整も含め、一定の成果が上がった反面、昨今の学生の気質等もあり、1クラスの

人数が少人数化しクラス内の関わり等が濃密になることから、人間関係に課題を抱える学

生が増えてきている。建学の精神、学修者本位、学生のウェルビーイングといった視点か

ら、今一度教育のあり方を再考していく必要性も出てきている。 

 

(3)Society5.0の時代を生き抜く人材を育成するため、広い視野で時代の変化に適応する 

力を育成する教育課程を編成する。 

①アセスメントプランに基づいて前年度の学修成果を評価し、評価結果を活用して教育

課程を見直す。 
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【報告内容】 

 学生が学科のカリキュラムマップに沿って、8 つの力に関する資質をバランスよく向上

させ、多様な個性や夢をもつ集団の中で相互に刺激し合いながら能力伸張が図れるよう、

月例教科会議において、2か月に１回程度の検討を繰り返した。その中で、教育課程に関し

ては、1年次の学修成果を学修ベンチマークルーブリックにより評価した結果を用いて、教

育課程の見直しを行った。今年度は、新たな試みとして、学修成果 8 項目の入学時の平均

値に対し、個別のレーダーチャートを作成して、チューターによる個別面談に活用した。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 教育課程に関する検討会議回数：5回/年（4回/年） 

(2) 学修ベンチマーク 8 項目（令和 4 年度改訂）の卒業時達成レベル（学生による自己評

価の平均値）：2.96（卒業時の達成レベル（学生による自己評価の平均値）3以上） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 アセスメントプランに基づいて前年度の学修成果を評価し、評価結果を活用して

教育課程を見直してきた。とくに、今年度は、8 月に新たに「非常勤講師との意見

交換会」を実施して、現行の教育課程編成の課題についての意見聴取を参考にして、

学科内ワーキンググループで芸術表現学科の将来構想を踏まえた令和 10 年度教育

課程編成等の原案を作成した。今後は、保育学科や学芸大学等の学内連携を強化し

ながら、新たな教育理念とビジョンの実現に向けて、STEAM 教育等についての検討

を具体的に進めていく。 

 

(4)新たな社会をけん引する人材を育成するため、Society5.0の時代に求められる情報利 

活用能力を高める授業を行う。 

①授業内での情報機器の利用を促進するとともに、保育者に求められる ICT 教材の製

作技能及び基本的活用方法について、令和5・6年度の研修で共有した内容を授業に

導入して実践例を共有・蓄積し、各学年に応じた授業を行う。 

【報告内容】 

 Society5.0の時代に求められる新たな資質・能力を兼ね備えた人材の育成を目的として、

授業における PC・スマートフォン・タブレット・電子黒板等の ICT 機器を活用する科目数

の拡充を図るとともに、FD・SD 研修を実施した。その結果、いずれの取組においても、令

和7年度末の目標を上回る実績を達成した。 

 また、教育成果の検証として実施した学修ベンチマークにおける「教養」項目では、卒業

時点の全員が質保証の基準を超えており、一定の教育効果をおさめたことが確認された。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) ICT活用科目開講率（数）：91.3％（83％） 

(2) 学修ベンチマークの「教養」項目の平均達成レベル：2.94（レベル2以上） 

(3) 学科内FD・SD研修の開催数：1回/年（1回以上/年） 
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【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 Society5.0の時代に求められる新たな資質・能力を兼ね備えた人材の育成を目的として、

情報利活用能力の向上を図る授業を実施した。その結果、学修ベンチマークにおける「教

養」項目では、卒業時の全員がレベル2（卒業時には、全員が到達していることが求められ

る水準）以上に到達しており、当該中期目標に沿った教育成果が確認された。 

 また、教育課程の整備として、令和 6 年度入学生を対象に「知的財産法入門」を新たに

開設するとともに、令和 8 年度入学生の教育課程においては、教育内容の精選と体系化を

目的として科目の統廃合を実施し、学生の学修負担の軽減を図るとともに、単位制度の実

質化に取り組んでいる。 

 各授業における情報機器の利活用においては、年を追うごとに ICT 活用科目開講率が上

昇し、特に令和7年度においては、使用ソフトの拡大や使用目的の精選が進むなど、ICT利

活用に対する教員の習熟度が向上しつつあると考えられる。 

 

②ソフトウェアを活用した文書作成やデータ活用の能力及びプレゼンテーションスキ

ルを高め、情報を収集、分析して、課題解決能力や様々な変化に適応する力を身につ

ける授業を行う。 

【報告内容】 

 Word、Excel、PowerPointなどのソフトウェアを活用した文書作成、データ活用の能力及

びプレゼンテーションスキルを高め、情報を収集、分析して、課題解決能力や様々な変化に

適応する力を身につける授業を行った。 

 授業で修得した情報利活用能力を可視化するため、日商 PC 検定及び MOS（Microsoft 

Office Specialist）の積極的な受検を呼び掛けた。結果として、日商PC検定と MOS検定

の合算の合格率は目標値を上回った。学習ベンチマークの「課題解決力（2.97）」と「変化

への適応力（2.94）」については、目標値（3.00）との差は僅かであり、到達レベルには達

していると評価できる。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 日商PC検定及びMOS検定の合格率：85.7％（70％） 

(2) 学修ベンチマーク 8 項目（令和 4 年度改訂）「課題解決力」「変化への適応力」の達成

レベル（学生による自己評価の平均値）：2.97、2.94（卒業時の達成レベル（学生による自

己評価の平均値）3以上） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 情報利活用能力として、パソコンを使って文書作成やデータ分析、効果的なプレゼンテ

ーションができる力を育成するために、情報リテラシー、Word、PowerPoint の使い方や伝

わるデザインの基本について、Excel を使ったデータ分析やデータの可視化について丁寧

な指導を展開した。授業で修得した情報利活用能力を可視化するため、MOS（Microsoft 

Office Specialist）については、チューターによる個別面談で積極的な受検を呼び掛けた。 

 教育成果としては、日商PC検定とMOS検定の合算の合格率について、令和6年度66.7%、
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令和 7年度 85.7%と成果を上げている。学習ベンチマークの「課題解決力（2.97）」と「変

化への適応力（2.94）」については、目標値（3.00）に僅かに届いていないが、到達レベル

には達していると評価できる。 

 今後も、授業内容と学修成果との関連について学修ベンチマーク「課題解決力」「変化へ

の適応力」の項目に注視しながら、情報活用能力、課題解決能力や様々な変化に適応する力

を身につける授業を行う。 

 

(5)アクティブラーニングやPBL（課題解決型演習）を取り入れ、学生の主体性や協働性を 

高め、課題発見力及び解決力を育成する授業を行う。 

①令和6年度の学修ベンチマークルーブリック又は実習評価表で明らかとなった課題に

ついて、学科教員で共通意識を持って、教育課程全体を通じて力量向上を図る。 

【報告内容】 

 令和 7 年度においては、主体性、協調性、コミュニケーション能力、課題解決能力の向

上を特に課題とし、学科教員で共有して各授業や個別指導等で意識的に関わった。 

 教育成果の検証として実施した学修ベンチマークにおいては、内部質保証の基準を大き

く超え、また実習先からの評価においても2年生の6月から10月にかけて目標値を超える

上昇を示した。以上から教育課程全体としての上記課題に対する教育活動は機能している

と評価できる。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 学修ベンチマークの「主体的に学び続ける意欲」「協調的な生活態度」「コミュニケー

ション力」「課題解決能力」の獲得状況の自己評価の卒業時点での平均達成レベル（学生に

よる自己評価の平均値）：3.14（レベル3.2以上） 

(2) 教育実習評価における前期から後期への関連項目の 5段階評価平均の上昇値：平均値

0.29上昇（平均値0.2上昇） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 保育学科では元来アクティブラーニングの導入率が高いものの、PBL 専門の授業は設定

できず、卒業研究に相当する「子ども総合研究」において PBL の手法を取り入れる等で課

題解決能力の向上を図っている。 

 教育成果の検証として実施した学修ベンチマークにおいては、卒業時点の平均値が内部

質保証の基準を継続的に超えており、また実習先からの評価においても継続的に目標値を

超える上昇を示している。これらのことから教育成果は堅調であり、安定的な成果があが

っている。 

 一方で、学生の質の変化に伴い、今後も安定した成果を残せるかは予断を許さず、継続的

な課題と成果の確認が必要である。 

 

②学生の主体性や協働性、課題発見力・解決力を育成することを目的に、デザイン思考

を組み込んだPBL教育を実施し、連携先の担当者及び学生の評価に基づき教育効果の

検証を継続する。 
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【報告内容】 

 芸術表現学科では、学生の主体性や協働性、課題発見力・解決力を育成することを目的と

して PBL 教育を実施している。今年度も学科の特性を生かした手法で授業を展開し、連携

先から提示された課題の解決に向けて、連携先とも密に意見交換しながら計画的に取り組

み、連携先の担当者及び学生の評価に基づき教育効果の検証を継続した。 

 学習ベンチマークの「主体性（2.78）」と「課題解決力（2.97）」が、目標値（3.00）に届

かなかったのは、グループ活動での「主体性」に対する自己評価が低いのではないかと考え

られることから、今後も連携先の担当者及び学生の評価に基づき教育効果の検証を継続す

る。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

学修ベンチマーク（令和4年度改訂）「主体性」「課題解決力」の達成レベル（学生による自

己評価の平均値）：2.78、2.97（卒業時の達成レベル（学生による自己評価の平均値）3 以

上） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 芸術表現学科では、各授業に積極的にアクティブ・ラーニングや PBL を取り入れ、学生

が主体的・協働的に授業に取り組むよう工夫してきた。 

 PBLにおいては、学科の特性を生かした手法で授業を展開し、連携先から提示された課題

の解決に向けて、連携先とも密に意見交換しながら計画的に取り組んだ。受講希望者は令

和4年度の14人から令和5年度は24人、令和6年度は30人、令和7年度は36人と増え、

認知度が格段に向上している。 

 学修ベンチマーク「主体性」及び「課題解決力」の達成レベルが目標値3.00に及んでい

ないのは、PBL等のグループ活動が多い授業では、グループ内の役割分担によって、参画意

識が持てない学生の「主体性」に対する自己評価が低いことが考えられるため、引き続き

PBL 教育の進め方を工夫しながら学科全教職員の指導体制のもと、全学年が一体化した取

組を推進していく。 

 

 

４．キャリア教育・キャリア支援の充実 

(1)キャリア支援センターを主体とした学科との連携による個に応じたキャリア支援の充 

実を図る。 

①キャリア支援センターと学科との連携を強め、学生の進路希望を的確に把握し、就職

及び進学に関する情報提供と支援を行う。 

【報告内容】 

 保育学科では、1年次の「保育者入門セミナー」の授業内において「保育職研究」、2年次

に「進路研究」を設け、保育に関する職業観だけでなく、社会人としての心構えや進路につ

いて主体的に考えるキャリア教育を行った。2 年次は就職地区担当教員とキャリア支援セ

ンターが連携し、学生の進路に係る個別面談や相談等の支援を行った。 

 芸術表現学科では、1 年次に「芸術表現入門」「社会人基礎」「ビジネス文書」「インター
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ンシップⅠ」「インターンシップⅡ」「キャリアデザイン」、2 年次に「キャリア実践演習」

を選択科目として設け、系統的かつ幅広く勤労観、職業観を育むキャリア教育を実施した。

さらに、チューターによる個別面談を複数回行い、希望進路の確認とその実現に向けた支

援を行った。キャリア支援センターでは、各学科と連携するとともに、山口新卒応援ハロー

ワークの巡回訪問等も活用し、学生個々の方向性と適性を見極めながらきめ細かい支援を

行ってきた。 

 進路希望の的確な把握、就職等に係る情報の収集・提供に努め、引き続き学科と協力し、

学生一人ひとりの進路実現に向けたキャリア支援を行う。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) キャリア支援相談した比率（相談実質人数/学生数）：保育学科 100%(100%)、芸術表現

学科・専攻科100%（100%） 

(2) 就職希望者就職率：保育学科100%(100%)、芸術表現学科・専攻科96.4%（100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 学生の就職を支援するため、キャリア支援センターのもとに「就職支援室」、「保育職支援

室」を置き、各支援室と学科が連携した組織的な取組が、両学科の高い就職率につながって

いる。進路希望調査を通して、学生個々の進路希望を的確に把握することにより、必要な情

報の収集・提供、履歴書の書き方指導や面接練習等の支援を行う体制は、学生が就職活動等

を行う際の安心につながっている。 

 課題としては、進路希望調査を、保育学科では2年次に3回(4、7、10月)行っているが、

芸術表現学科は 1 年次の 2 月と 2 年次の 5 月の 2 回となっている。5 月の時点で進路が決

まっていない学生も相当数おり、学科と連携して進路希望調査や面談の回数を増やし、よ

り正確な情報把握に努めることが求められる。また、早期の就職活動開始を呼びかけてい

るが、どうしても動きが遅く出遅れる学生が一定数いることが課題である。求人情報を適

宜提供し、就職活動の早期開始を促すことが必要である。 

 

(2)入学前教育から卒業後までを見据えた一貫したキャリア教育を構築する。 

①卒業生アンケートの追加項目や自由記述の内容について学科内で共有し、今後の授業

内容やカリキュラムへ反映しキャリア教育の改善を進める。 

【報告内容】 

 令和 7年度は、就職先への学修ベンチマークルーブリック（評価基準表）の送付と併せ、

卒業生に対し「キャリア教育」や「教育課程全体での授業内容」の有用度などを確認するア

ンケートを送付した。さらに県内外の就職先（専門職・一般職）の採用担当者に、本学科の

学修成果（8つの力）について、各業種において重要度の高いと思われる力を問うアンケー

トを追加した。 

 学生からの回答（回収率 80.6%）において、本学キャリア教育は「役立っている」36 名

（66.7%）、「やや役立っている」18名（33.3%）、合計100％となっており、卒業生は高い水

準で機能していると感じていると言える。以上から、本項目は計画どおりに達成している。 
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 採用担当者からの回答（回収率80.4%）として、学修成果（8つの力）のうち「協調的な

生活態度」や「主体的に学び続ける意欲」などが上位となっており、現状では、社会人とし

て必要な基礎力が重視されていることが分かった。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

卒業生へのアンケート項目のうち、現在の仕事に「役立っている」「やや役立っている」と

回答した項目の割合：100%（97％） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 保育学科では、入学前課題や入学前セミナーでの指導に始まり、卒業後の就職先への学

修ベンチマークルーブリック調査やキャリア教育アンケート、新卒者への聞き取り調査と

いった卒業後の調査に至るまで、学生の学修成果の獲得状況を継続して把握し、その結果

を共有して一貫したキャリア教育の構築に努めてきた。 

 当初、専門職の園や施設と新卒業者に学修ベンチマークルーブリックのみを送付し、達

成度を計測していたが、自由記述式のアンケートを追加することで改善すべき点が具体的

に見えてきた。採用者に送った本学科の学修成果（8つの力）の重要度としては「仕事の専

門性」よりも「社会人として必要な基礎力」が課題になっており、この点において、学科内

でいかに指導に反映させるか、引き続き協議を続け、検討していく。 

 

②入学前課題、入学サポートセミナー、1年次の「芸術表現入門」「社会人基礎」「キャリ

アデザイン」「インターンシップⅠ」「インターンシップⅡ」、2年次の「キャリア実践

演習」に関して、前年度の評価結果に基づき改善策を検討し、系統的に実施する。 

【報告内容】 

芸術表現学科では、キャリア教育を系統的かつ効果的に実施するため、キャリア科目の

担当教員で、授業内容についてシラバスをもとに意見交換した。内容の精選を図りながら

キャリア教育を進めたことで、就職希望者就職率 96.4%（27/28）や、各種検定合格率にお

いても一定の成果はあった。 

 学修ベンチマーク「勤労観」の項目は、入学時の 1.23 から卒業時には 2.86 と明らかな

上昇が確認できた。また、授業時間を利用して、社会人に求められる一般常識についてQ&A

方式で詳しく解説し、知識のレベルアップを図った。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

学修ベンチマーク（令和4年度改訂）「勤労観」の学生による自己評価の平均値：2.86 (卒

業時の達成レベル（学生による自己評価の平均値）3以上) 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 キャリア教育全体としての授業計画、評価方法の把握を図りながら、入学前課題、入学サ

ポートセミナー、1 年次の「芸術表現入門」「社会人基礎」「キャリアデザイン」「インター

ンシップⅠ」「インターンシップⅡ」、2年次の「キャリア実践演習」に関して、前年度の評
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価結果に基づき改善策を検討し、系統的に実施してきた。 

 

 

５．学生・生徒の生活支援の充実 

(1) 多様化する学生に対応できる学修支援・学生生活支援の体制を確立し、運用する。 

①全学年を対象とした学生アンケートや学生 FD 等を通じて寄せられた学生の意見や教

員からの意見などを参考にするとともに、学生からの相談体制（学生相談室、チュー

ター制度等）の拡充・実施を通じ、現状に即した課題等を抽出し、対応する。 

【報告内容】 

 令和 7 年度の本学での学生生活に対する満足度は 4.19 と令和 6 年度より向上した。な

お、学年別では1年生が4.06、2年生が 4.33 となっており、1年生の満足度が相対的に低

い数値を示した。 

 障害のある学生等への対応についての研修会については、学生生活支援委員会とFDSD委

員会とが連携し、各授業担当レベルでの教育的配慮を含めた対応状況について現状を整理

し、全教員等へ情報共有を行う研修会を令和8年 3月にオンデマンドで開催した。 

 両学科では、チューター等による個別面談に基づく修学支援・学生生活全般に係る情報

を学科会議において共有を行った。さらに、学生の状況に応じて個別の配慮・支援等を行っ

た。また、学生相談室の利用促進については、悩みを抱える学生に対して保健室等と連携し

て利用を進めたり、オリエンテーション等の機会を捉えて気軽に学生相談室を利用するよ

う周知に努めたりした。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 学生生活アンケートにおける学生生活の満足度 ：4.19（4.1） 

(2) 多様化する学生等への対応についての研修会の実施：1回/年（1回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 学生生活の満足度については概ね 4.0 前後の高い水準を維持できていた。個別の記載内

容等を踏まえると、学生の主体的な取組により現状を改善しようとする姿勢が乏しい傾向

がみられ、こうした特性を今後の指導に生かすことが望まれる。 

 障害のある学生等への対応についての研修会については令和 5 年度以降年 1 回の研修会

を開催している。様々な課題等を抱えた学生が増加傾向にあることから、今後も他大学の

取組等を情報共有するなど、継続的に取り組む必要がある。 

 毎年実施している学生生活アンケートや学生FD等の学生からの意見を基に、学生相談室

開室日を隔週 1 回から毎週 1 回へ拡大したり、チューター等との個別面談の充実に反映し

たりするなど、修学支援・学生生活支援の充実に努めてきた。 

今後も様々な課題を抱えた学生に対応するため、教職員間の情報共有の推進や学生が相談

しやすい体制や環境の充実に努める必要がある。 

 

(2)多様な背景を持つ学生に対応した個別指導の充実を図る。 
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①個に応じた効果的な支援を充実させるため、チューターを中心に学内で連携して学

生の情報を共有するとともに、専門家（臨床心理士）の知見を生かした支援の充実

を推進する。 

【報告内容】 

 両学科では、チューターと学生との個別面談を行い学生の背景を丁寧に把握するよう対

応し、必要な情報を学科会議等で情報共有するとともに組織的な対応策等について協議を

行い支援の充実に努めた。また、保健室や学生相談室等で扱われた個々の内容については、

専門家（臨床心理士）等の判断により必要に応じて学生本人の了解を得たうえで各学科及

び学生部へ情報提供され、組織的な支援の充実が図られるよう努めた。 

 チューター、保健室職員及び専門家（臨床心理士）等が個別に対応する効果は大きく、学

生を支える教職員の負担軽減や早期対応に一定の効果が見られた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

卒業率：93.4%（100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 両学科のチューターによる学生との個別面談は、学生の個別の課題を早期に発見し、学

科内で情報共有を行い具体的な個別の支援につながるなど、有効な手法となっている。ま

た、チューターを含む学科内の対応だけでなく、保健室や学生相談室等の他部署との連携

も推進され、組織的な対応につなげることができている。 

 学生生活支援委員会において学科の枠を超えて情報共有・意見交換等を行うことができ

ている。令和 5 年度から導入された臨床心理士が対応する学生相談室の効果は大きく、学

生を支える教職員の負担軽減につながっている。今後は、学生相談室業務の拡充及び専門

家（臨床心理士）の知見を生かした支援の充実が期待される。 

 

 

【教育３】地域連携活動  

６．地域との連携推進 

(1)地域文化の振興のため、公開講座・イベントを開催するとともに、学生による地域のボ 

ランティア活動への参加を促進する。 

①地域文化の振興のための公開講座・イベントとして、子育て関連ワークショップや子

ども総合研究発表会（保育学科）、及び卒業・修了制作展（芸術表現学科・専攻科）等

を、開催時期を工夫しながら内容を充実させる。また、地域貢献活動が学生募集活動

につながるように入試広報活動との連携を強化する。 

【報告内容】 

 保育学科では、地域の子育て家庭支援につながる一般親子参加イベント「あそびのひろ

ば」を開催した。本イベントは、オープンキャンパス内のコンテンツとしても紹介してお

り、高校生に対しても学生の学びの一端をアピールできた。また、KDDI 維新ホールで開催

した一般公開親子参加イベント「こどもパーク」では、姉妹校・連携校から53名の高校生
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ボランティアの参加があり、子育て家庭支援の機会となると同時に、高校生に学生と共に

2,297人の地域の親子参加者（過去最大）と触れ合える機会を提供し、本学の実践的な学び

と活気をアピールできた。子ども総合研究についても本学での一般公開発表と合わせ、近

隣園での表現発表を行い、積極的に地域と連携したイベントを推進した。各イベントでは

入試広報課と連携し、報道機関への周知、本学のチラシ配布など積極的な広報を実施した。 

 芸術表現学科では「山口 3 大学合同卒業修了制作展」を開催し、積極的な広報活動と幅

広い集客活動を展開した。また、「地域課題解決演習（PBL）」及び「表現実践」を履修する

学生が湯田温泉こんこんパークと連携し、地域参加型イベント「クリスマス・アート・フェ

スティバル」 を企画・運営した。本イベントは、芸術表現を通じて地域とつながる学科独

自の実践授業の一環として行われ、「芸術表現によって人の心を動かす」 をテーマに、学生

が主体的に地域の方々と協働し、創造的な交流の場をつくることを目的とし、「地域の文化

振興への貢献」「多世代が楽しめる学びと体験の創出」「学生の企画力・表現力・コミュニケ

ーション力の向上」といった学びの達成も目指した。学内では「吹奏楽」「合唱」「メディア

表現演習」の科目履修学生が企画したクリスマスコンサートや芸大祭オープニングコンサ

ートを実施し、地域の音楽演奏家や高校生が参加することも実現できた。 

  

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

講座・イベントの企画・開催数：保育学科3回以上/年（3回以上/年）、芸術表現学科3回

以上/年（2回以上/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 保育学科では、保育者養成校としての本学教職員や学生の専門性を活かし、講座・イベン

トを企画・開催を継続してきた。いずれの講座・イベントも好評で、地域文化の振興に寄与

するとともに、学生の積極的な参加もあり学生にとっての大きな学びの場ともなった。宇

部学園ビジョン2030前期計画期間中に、教育活動、地域連携活動、広報活動をリンクさせ

る工夫を続け、成果をあげてきている。今後も、引き続き継続しながら、地域とともにある

短期大学をめざしていく。 

 芸術表現学科では、令和 5 年度から「山口 3 大学合同卒業展」を山口県立美術館におい

て開催した。令和 5年度 918 名、令和 6年度 1,011 名、令和 7年度 1,135 名の来場者があ

った。 

 以上のことから、本計画により地域社会との連携を深めながら、地域社会を支える職業

人としての能力を身につけるための目標は着実に推進できている。 

 今後も、本来の教育活動とのバランスを考慮しながら、地域連携活動を実施していく。 

 

②学生による地域のボランティア活動への参加を促進するために、引き続き社会の動向

や学生の実習時期も確認しながら、オリエンテーション等で呼びかけ・案内を行う。 

【報告内容】 

 保育学科では、地域との連携や地域への公開を前提とした講座・イベントを企画・開催

し、学生のボランティア参加の機会を創出した。また、学外からの要請にも応え、参加の意
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義を説明しつつ積極的にボランティアを周知し参加を促した。 

 周知については、オリエンテーションだけでなく、授業や掲示板等も利用し、随時、学生

への案内を行った。結果として、一定数の学生が参加しており、地域との連携や地域への貢

献意識について徐々に高まりつつある。 

 芸術表現学科では、山口市内のイベントを中心にボランティアスタッフの参加について

様々な機会を通じて働きかけた。また、授業においてもボランティア活動の意義や活性化

についても考える機会を持ち、教育目的である「地域社会で活躍できる人材」としての自覚

を学生自身が持てるように促した。 

 結果として、ボランティア活動の参加者数は、在籍学生の30%以上が地域ボランティア活

動に参加している。 

            

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

ボランティア活動の参加者数：保育学科 学生の 18.9%（学生の 15％以上）、芸術表現学科 

学英の30.6%（学生の15％以上） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 学生にとって地域のボランティア活動に参加することは、地域社会との連携を深めるこ

とができ、地域社会を支える社会人として求められる能力を身につける機会となることを

踏まえ、両学科においても地道に学生に投げかけてきた。 

 保育学科では、結果として徐々に地域や組織への貢献意識が高まってきている。2年間を

通じて実習も多く、時間的制約から学生にボランティア参加の意志があっても希望が叶わ

ないことも少なくないが、今後も引き続き、地域に真心を尽くして関わろうとする人材を

養成していく。 

 芸術表現学科では、ボランティアスタッフの参加について様々な機会を通じて働きかけ

を行うとともに、授業の中でもボランティア活動の意義や活性化に関する課題解決に取り

組んできた。その結果として、令和6年度と令和7年度のボランティア活動の参加者数は、

在籍学生の 30%以上が地域ボランティア活動に参加しており、ボランティアに対する意識

を着実に向上させることができている。引き続き社会の動向や地域のニーズを確認しなが

ら、あらゆる機会を捉えて地域イベントへの参加を呼びかけ・案内を行っていく。 

 

③大学や大学教員による、積極的な地域貢献活動を継続する。 

【報告内容】 

 教育・保育支援センターでは例年どおり夏期講座を開催した。県内の幼稚園教諭、保育士

等64名が参加され、5講座（音楽、造形、障がい児、ICT、体育）を通じて、保育者等の資

質向上に寄与した。 

 出前授業、公開講座の開催、その他研究会の講師や審査員等の実施状況については、公開

講座 10 件、公開イベント 8 件、出前授業 2 件、その他研修会講師・審査委員等 36 件など

合計56件であり、依頼元は、山口県、山口市等の公共機関、県内の幼稚園及び小学校・高

校などの教育機関や保育所などであり、本学の特色を活かした地域貢献活動を継続してい



 22 
 

る。 

 芸術表現学科では、芸術系学科としての専門性を生かした地域貢献活動を実施している。

今年度は、選択科目「地域課題解決演習Ⅰ・Ⅱ」を履修している2年生及び専攻科生36名

が、山口市や宇部市の様々な地域と連携・協力を図りながら、下記の新たな 4 つのプロジ

ェクトチームで活動した。 

①湯田温泉こんこんパークイベント企画運営（山口市民活動支援センター等）11名 

②YCAM対話型鑑賞・哲学対話ワークショップ（山口情報芸術センター）13名 

③宇部北地域活性化プロジェクト（万倉ふれあいセンター・岩戸神楽舞等）8名 

④芸大祭・クリスマスコンサート企画運営（大学自治会・こんこんパーク）4名 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

研修会、公開講座、イベント等の地域貢献活動の実施回数：56件（42件程度） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 公開講座や出前授業、研修講師、イベント等、学外からの要請は数多く多岐にわたってい

るが、これまでも地域貢献活動に積極的に取り組み、本学と地域との信頼を築いてきた。一

方で、教員の学内での本来の教育活動とのバランスが課題となってきており、地域連携活

動と教育活動、広報活動と結合に努めてきたところである。前期計画期間中の取り組みに

ついて一定の成果が認められるとともに、引き続き工夫を検討し、負担過多にならないよ

うにしていく必要がある。 

 芸術表現学科では、地域社会の活性化に貢献する人材育成を目的として、令和 3 年度か

ら、2年次及び専攻科の選択科目「地域課題解決演習Ⅰ・Ⅱ（PBL）」を開講して、行政や企

業と連携した課題解決演習を実施している。令和 7 年度は、山口市や宇部市の様々な地域

と連携・協力を図りながら、4つのプロジェクトチームで活動した。 

 

④「山口市との包括連携」及び「やまぐち地域共創プラットフォーム」の活動のも

と、地域の課題解決や地域貢献事業への組織的な取り組みを継続する。 

【報告内容】 

 山口市、山口商工会議所及び山口市内 3 大学で構成されている「やまぐち地域共創プラ

ットフォーム」については、例年どおり山口商工会議所を中心とした「にぎわい創出」事業

が実施され、構成員として全ての会議に出席して意見を述べると共に事業活動「やまぐち

クリスマスマーケット 2025」に参加した。なお、この事業活動には教員指導のもとで学生

も参加しており、地域貢献活動に寄与している。 

 山口市との包括連携協定に関して、1月 14 日に山口市長を訪問し、学長から今年度の取

組状況として「こどもパーク」と「クリスマス・アート・フェスティバル」の概要と、大学

の現状等について報告等を行うと共に、意見交換を行った。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1)「やまぐち地域共創プラットフォーム」で開催される会議への出席率:100％(100%) 
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(2) 市長と学長の懇談回数：1回/年（1回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 山口市、山口商工会議所及び山口市内 3 大学で構成されている「やまぐち地域共創プラ

ットフォーム」については、構成員として全ての会議に出席して意見を述べると共に、「部

活動地域移行事業」及び「にぎわい創出事業」に参加しており、本活動を通して地域貢献活

動に寄与すると共に本学の知名度向上に繋げることができている。 

 山口市との包括連携協定に関して、毎年 1 回、山口市長を訪問し、学長から当該年度の

取組状況と大学の現状等について報告等を行うと共に、意見交換を行うことで地域の課題

を共有することができている。 

 

 

【運営１】ガバナンス強化と業務の組織化 

７．持続可能な組織整備と運用 

(1)学長直轄の組織体制を整備し、運用する。 

①学長のリーダーシップを支える機能強化のために、学長企画会議においては、将来

構想を含めた重要な課題の解決に向けた協議を進める。その一方で、学科との連携

を強化するための体制の整備を進める。 

【報告内容】 

 今年度は協議事項として、短大の将来構想、ビジョン2030後期計画の短大の教育目標・

ビジョン等や中期目標・中期計画の策定、教育活動に関する協議会等の15件の案件につい

て協議し、このうち13件の案件については方針等の結論を得ている。 

 この結果、今年度の協議事項に対する課題解決率は 86.6%となり目標値に達しなかった

が、協議事項の中にはその内容により、十分に時間をかけて検討することが必要な項目が

あることから、目標値に達してはいないが、その機能を十分に果たしていると結論できる。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

学長企画会議における課題解決率：86.6%（90%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 令和 4 年度に設置された本会議では、戦略的課題等（重要案件）について協議を行い方

針等の結論を示し、所掌する委員会での審議を経て実現されている。具体例として、各セン

ターに係る体制整理、学部・学科の入学定員の適正化、奨学金制度の改正、IR 部会の設置

等が揚げられる。 

 戦略的課題等（重要案件）はその内容により、十分に時間をかけて検討することが必要な

項目もあり、大学の将来構想の様に継続協議となって最終的に結論を得ていない案件もあ

るが、学長のリーダーシップを支える会議として、十分にその機能を果たしていると結論

できる。  
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(2)「働き方改革への取り組み」と「学生数に応じた適正な教職員体制の維持」の観点か

ら人事計画の点検と改善を行う。 

①令和 7 年度の適正な運営体制の維持を図るため、令和 6 年度末の退職者等を考慮し、

5 名を新たに採用する。また、教育の質保証・向上に向けた適正な教職員体制を維持

するために、令和7年度内の退職者補充に伴う人事計画を策定し、令和8年度運営体

制の維持に必要な教職員を確保する。 

【報告内容】 

 令和 7 年度の人事計画については、令和 6 年度末退職者を考慮して職員採用規程に基づ

き教職員の公募・採用試験等一連の手続きを完了し、教育職員 3 名、事務職員 1 名を採用

した。 

 令和 8 年度以降の組織体制維持に必要な職員確保については、令和 7 年度末退職者を考

慮して教育職員1名、事務職員1名を内定した。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 令和 7 年度人事計画に基づいた教職員の採用者数：4 名（令和 7 年度の組織体制維持

に必要な教職員数） 

(2) 令和 8 年度以降の人事計画に基づいた教職員の採用内定者数：2 名（令和 8 年度以降

の組織体制維持に必要な教職員数の確保） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 退職等に伴う教職員の補充については、前期計画期間においては適切に確保することが

できた。今後も教育の質保証・向上に向けた適正な教職員体制を維持するため、人事計画を

策定し、運営体制の維持に必要な教職員を確保していきたい。 

 

 

８．教職員の知識・能力、資質向上とマネジメント力強化 

(1)FD/SD研修会を通した知識・能力、資質向上の取り組みを充実する。 

①教職員の知識・能力・資質向上と教学マネジメントの一層の強化を図り、教育の内部

質保証の向上をめざす体系的なFD/SD研修を実施する。 

【報告内容】 

 年間計画をもとに、山口学芸大学との合同全学 SD 研修及び合同全学 FD 研修を 1 回ずつ

実施し、出席状況は2回とも、ビデオ視聴を含め100%であった。短期大学のみのSD研修及

びFD研修も1回ずつ行った。さらに年度末には、学生生活支援委員会作成のオンデマンド

FD研修を実施し、退職者以外の全員が視聴した。 

 対面の合同全学研修(中期計画立案に向けた SWOT 分析及び Teams 活用による授業改善研

修)は共にグループワーク中心のアクティブな研修であり、「保育内容の理解と方法・表現」

の相互授業参観による授業改善」と題したFD研修も含め、教学マネジメント及び内部質保

証向上を図る大変実践的な研修となった。 

 以上、配慮の必要な学生への支援にかかるオンデマンド研修も含めすべて実施し、年度
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計画を達成した。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

教学マネジメントの体制整備と実施に向けたFD/SD研修会の企画・実施：FD研修会2回/年

（1回以上/年）、SD研修会3回/年（1回以上/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 中期目標の「教職員の知識・能力、資質向上とマネジメント力強化」の達成に向けて、「山

口学芸大学・山口芸術短期大学 FD･SD 活動に関する方針」に沿って、体系的に毎年度 1 回

以上の全学研修計画を立てて実施した。いずれの年度も計画どおり実施し、達成率100％で

ある。直近の令和7年度のアンケートの評価結果(全学研修3回分)も、5段階評価で5もし

くは4の割合が91.8％であり、高い評価を得た。今後もビジョン2030の実現に資する定期

的取組として、ニーズがあり時宜を得た研修の計画・実施・充実を行っていく。 

各年度の目的・テーマは、以下のとおりである。 

5年 FD 授業改善「本学PBLの理解と今後の方向性」 

   SD 危機管理「南海トラフの防災とDXの活用」、学生支援「青年期の心理」 

6年 FD 授業改善「PBL以前の本学の課題解決型授業から大学の学びを考える」 

   SD 内部質保証・教学マネジメントと教育改善、 障害のある学生の修学支援Ⅰ 

7年 FD 授業改善「ICT活用指導力UPに向けて」、「相互授業参観による授業改善」、 

  学生支援「一人で抱え込まない学生支援」 SD「認証評価に向けて」「SWOT分析」 

 

②授業アンケートで肯定的評価を得られなかった項目の改善に資する参観を推奨する

取組や、ティーチング・ポートフォリオに授業改善の状況を記録する取組など、実質

的に授業改善につながる取組を行う。 

【報告内容】 

 授業アンケートで肯定的な評価を得られなかった項目の授業改善に資する相互授業参観

はのべ24回となり、目標値を超えた。 

  ティーチング・ポートフォリオへの具体的な記載を通じて、相互授業参観結果を活用し

て授業改善を行ったことが確認できた教員は、6月、11 月提出分を併せて70.1％で、こち

らも、目標値の50％を上回った。 

  令和 7 年度については、常勤教員・非常勤講師に関係なく参観を推奨したことから、参

観が増えたものと思われる。 

 以上のとおり、計画通り実施し、いずれも目標値を上回ったことから、知識・能力、資質

向上に資するFDSD研修になったといえる。 

  

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 授業の相互参観回数：24回/年（10回/年） 

(2) ティーチング・ポートフォリオ作成時に、相互授業参観結果を活用した教員の割

合:70.1%/（50%以上/年） 
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【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 教員の知識・能力、資質向上に資する取組として個々の教員の授業改善が進むよう、令和

3年度から継続して相互授業参観に取り組んできた。参観が「授業改善に資する」と答えた

割合が大変高いことから、令和 6 年度からは、より資質能力が向上するよう、授業アンケ

ートで肯定的な評価を得られなかった項目の授業改善に資する相互授業参観を実施するよ

う呼びかけ、令和 7 年度には、相互参観にならなくても、改善につながるのであれば非常

勤講師の授業も対象とした。 

 その結果、参観数も拡大し、ティーチング・ポートフォリオへ記載し、授業改善へ活用し

た教員も7割を超えた。 

 ビジョン2030の実現に向けて、今後も取組を継続し、他者の授業に学ぶ相互授業参観、

あるいは授業参観の全員参観をめざす。 

 

③学生目線の教育改善を実施できるよう、全学生に呼びかけ、引き続き「学生FD」を実

施する。 

【報告内容】 

 令和 7年度は、前年度末の学生FDを踏まえた教育改善計画を全学で共有し、年間を通じ

て改善を実行してきた。 

 また、令和7年度の学生FDは、同年に山口学芸大学が受審した認証評価現地調査での助

言を取り入れ、実施方法について次の 3 点(➀全学年の参加、➁学生代表(新・旧学生自治

会長)の参加と学生全体へのフィードバック、➂教職員の複数対応による、多様で客観的な

意見聴取)について改善した上で実施した。 

 実施後は、まず、学科毎に改善に向けた検討が行われ、その後、FDSD 委員会で共通改善

計画が整理されて、令和 8 年度第 1 回目の教授会において報告され、学生自治会にもフィ

ードバックをすることが確認された。  

 以上のとおり、全学年に呼びかけて「学生FD」を継続実施し、PDCAを図りながら学修者

目線の教育改善の取組を全学的に続けたことから、計画を達成したといえる。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

学生FDによる定性的評価を共有する教授会の回数：1回/年（1回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 学修者目線の授業改善やマネジメントに向けて、令和 3 年度以降、実施方法の工夫を重

ねながら学生FDを毎年1回開催し、全学的な改善計画を策定し、実施してきた。特に令和

7年度は改善が確実に実行され PDCA が図れるよう、年度末に整理した改善結果を踏まえた

次年度の改善計画も十分に検討し、大学全体で共有した。 

 例えば、➀1年生の実習前指導で、2年生によるアドバイスを受ける時間を取り入れた、

②グループワークの人数を減らし、個々の貢献度に応じた評価をしやすくした、③「シン

ク・ペア・シェア」活動を取り入れた、④施設設備要望が担当者に確実に伝わり、迅速な改
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善が実行された、⑤学生のアイデアから、大学の取組として「母校訪問大使」が生まれた、

⑥「進路研究」の授業に、卒業後まもない先輩保育士や、保育職以外の職についた卒業生を

招へいし、保育職の学びが多様な職業選択に活かされていることを取り上げた。 

 以上、達成率は100%であり、学生FDの意見が教育改善に確実に生かされており、計画を

達成したといえる。今後も学修者主体の教育を実現する取組として継続する。 

 

 

９．学部・学科等組織再編の検討と実施 

(1)適正な学生数を確保するため、入学定員や収容定員の管理を実施する。 

①次期中期計画期間5年間の学生数予測と収容定員の適正な学生数を確保し、大学設置

基準に基づいた認可申請要件を踏まえた管理を行う。 

【報告内容】 

 今後の適正な入学者数や収容定員の数の確保をするため、令和 8 年度入学者選抜並びに

令和 9 年度以降の定員・人材確保検討の基礎資料を作成・提案し、令和 8 年度入学者選抜

における目標とする入学見込者数並びに令和9年度以降の定員変更の決定をしている。 

 なお、令和 8 年度学生数については両学科とも入学生数が入学定員を上回り、保育学科

は収容定員数145人に対して134人（0.92倍）、芸術表現学科は収容定員80名に対して102

名(1.27倍)となった。芸術表現学科は、大学設置等の認可申請要件の上限率1.15倍未満を

上回ったため、年度計画を達成できなかった。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

収容定員の確保：保育学科134人（145人）、芸術表現学科102人（80人） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 「単年度の入学定員管理から複数年度の収容定員管理へ」のルール変更は、小規模大学に

とっては良い方向性ではあるが、短期大学設置基準に基づいた認可申請要件、私立大学等

経常費補助金の不交付基準の厳格化及び修学支援制度の収容定員に関する要件があるた

め、今後も収容定員の適切な管理に努める必要がある。  

 今後も後期計画期間 5 年間の学生数予測と収容定員の適正な学生数を確保し、大学設置

基準に基づいた認可申請要件等を踏まえた管理を行う。 

 

 

10．部門間連携 

(1)亀山幼稚園との緊密な連携による保育者養成を行う。 

①亀山幼稚園教諭による授業に加え、本学教員が出向いて行っての研修も継続し、部門

間の教員連携を維持・強化する。また、初年次教育における見学実習から本実習や再

実習の対応も含めた、保育者養成の課程を通じた連携について引き続き具体的な連携

を推進する。 

【報告内容】 
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 令和 7 年度も、これから就職していく学生に対し、保育者・社会人として必要な心構え

や実感等を含む内容で、亀山幼稚園教諭による特別講義を「教育実習指導」授業内で実施し

た。また、本学教員による音楽遊び研修も実施することができた。 

 実習関連においても、見学実習等に係る事前・事後協議も綿密に行い、効果的な実習を実

施することができた。 

 その他にも、高大連携の一環での高校生体験授業の幼稚園での実施、学生・教員による幼

稚園行事のサポートボランティア、本学行事に関する幼稚園での広報協力等も続けており、

緊密な連携による保育者養成をより一層推進することができた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 部門間連携による授業・研修の実施回数：2回/年（2回/年） 

(2) 保育学科教職員と亀山幼稚園教諭による保育者養成課程を通じた各種実習に係る協議

回数：6回/年（6回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 幼稚園教諭、短期大学教員それぞれの専門性を活かし、授業や研修で連携を続けてきた

他、保育者養成の観点から、実習やボランティアに関する連携も継続し、部門間連携を続け

てきた。特に実習指導に係る協議については、非常に緊密に連携することで、学生の免許・

資格取得に多大な成果をあげた。 

 また、高大連携の取り組みについても、幼稚園と連携するようになり、前期計画期間中に

より一層の連携強化ができた。 

 

(2)慶進高校、成進高校との連携を強化し、出前講義や教育支援を行う。 

①慶進高校、成進高校に対して、出前講義や部活動への教育支援を行う。 

【報告内容】 

 芸術表現学科では、慶進高校については、ビジネスに関する講座を実施するとともに、合

唱部に対する実技指導を 2 回行った。成進高校については、デザインに関する講座を実施

するとともに、吹奏楽部に対して必要な楽器を貸与したり、本学の芸大祭のオープニング

コンサートにゲスト参加してもらったりするなど、今後の教育支援や連携の在り方につい

ての大きな成果を上げた。また、同姉妹校のオープンスクールでは、本学における諸活動の

動画上映や関係資料の配布等を通して本学の特色ある教育活動を紹介するとともに、芸術

表現学科生の広告大賞受賞作品の展示などを実施した。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

出前講義・部活動への支援回数：慶進高校4回/年（2回/年）、成進高校4回/年（4回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 芸術表現学科では、本学の姉妹校である慶進高校、成進高校との連携強化を図るため、年

間数回の出前授業や音楽系部活動の支援を行うとともに、本学のデザインやビジネスの専
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任教員による学び体験講座に加えて、本学で実施する音楽関係のイベントにゲストメンバ

ーとして参加してもらうなど、両校との新たな連携の強化を図った。以上のように、両姉妹

校との連携の機会が多岐に渡って広がっており、今後も更なる運用に向けて、慶進高校、成

進高校に対して、出前講義・部活動・イベント参加等への教育支援を行っていく。 

 

 

【運営２】リスクマネジメント強化 

11.学校安全対策の検証と強化 

(1)これまでの危機管理対応に加え、新型コロナ対策も踏まえた実質的な体制を整備し、 

授業、入学試験及び学生生活等についてマニュアル化を図る。また、諸活動を通じて見

直しを図りながら大学運営を行う。 

①危機管理対策本部会議において、国、県、市の動向も注視しながら、「危機管理基本マ

ニュアル」等に基づき、事業継続計画(BCP)の周知徹底及び事業継続マネジメント

(BCM)等の運用を行う。なお、行政から新たな計画やマニュアルが示された場合は、直

ちに、本学のマニュアル等の改定に着手する。 

【報告内容】 

 令和 7 年 9 月に第 1 回目の危機管理対策本部会議を開催し、山口県が対応を進めている

南海トラフ巨大地震の被害想定の見直し（中間報告）について情報共有を行った。また、こ

れまで課題となっていた「水や食料等の備蓄」については、学生食堂を運営する事業者と協

定書を交わし、緊急時に必要な物資の提供を受けることが可能になった旨の報告があった。 

 令和 8 年 2 月に第 2 回目の危機管理対策本部会議を開催し、山口県が公表した被害想定

の速報値等を共有し、本学の対応を確認した。今後、県及び市の被害想定の見直しが終了し

た時点で、授業中等具体的な場面を想定した対応を検討することとした。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

事業継続マネジメント（BCM）の推進・協議回数：2回/年（2回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 国や県の防災計画を踏まえ、令和4年度に「学校安全計画」及び「事業継続計画(BCP)」

を策定し、危機管理対策本部会議において事業継続マネジメント(BCM)を推進している。 

 南海トラフ巨大地震に対する国や県の被害想定の見直し等の対応に連動し、本学におい

ても危機管理対策本部会議において情報を共有するとともに、課題や対応の見直しを進め

ている。 

 今後、「学校安全計画」、「危機管理基本マニュアル」、「大地震行動マニュアル」、「事業継

続計画(BCP)」等については国や県の動向を注視し必要に応じて修正を行うとともに、山口

市の被害想定の見直しが完了した時点で改めて内容の見直しを検討する必要がある。 

 

(2)防災訓練の充実を図る。 

①南海トラフ地震を想定するとともに、「危機管理基本マニュアル」及び「学校安全計

画」、「消防計画」に基づき、年１回の防災訓練の充実と災害を想定した避難訓練を
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行う。 

【報告内容】 

 令和 7 年 11 月、「学校安全計画」、「消防計画」等に基づき、学生及び教職員に対する安

全教育の一環として学生・教職員を対象とした緊急地震速報への対応行動訓練、防災訓練

地震時においての避難行動訓練を行った。 

 訓練は令和 3 年度から地震速報への対応訓練として実施しているが、これまでの反省を

踏まえ、意識づけを重視し、教職員の連携のもと迅速・的確な運営を行うことができた。 

 また、実施にあたっては危機管理対策本部会議、運営委員会等を経て全学生・教職員へ周

知するとともに、令和 6 年度に引き続き学生消防団の協力を得て避難誘導及び消火訓練を

実施した。こうした学生消防団の取組については山口市消防本部から高い評価を得ている。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

防災訓練実施回数：1回/年（1回/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 これまでも防災訓練は確実に実施されている。本学の地域性や立地条件等を考慮すると、

自然災害の中では地震被害対応が最も可能性が高いと考えられる。 

 また、南海トラフ巨大地震については国、県、市が被害想定の見直しを進めており、必要

に応じてこれらの最新情報を踏まえて実効性の高い訓練内容に変更する必要がある。 

 

 

【運営３】学生・生徒募集 

12.学生・生徒募集活動の強化 

(1)全選抜区分の入学後の学修状況の調査とクロス分析による入学者選抜の妥当性の検証 

をする。 

①入学後の学修状況調査を行い、入試区分及び入試成績との相関を検証するとともに、

入試日程等の見直しを行い、入学者数の定員確保を目指す。 

【報告内容】 

 芸術表現学科では、入試選抜区分ごとの入試の成績と入学後の成績変化との相関につい

て各学生のGPA推移分析を行い、募集人員における区分ごとの人数枠の妥当性を検証した。

また、入試日程等についての見直しの必要性について入試委員会で検討する中で、各区分

の人数枠や面談・面接の実施内容・時間等についての学内会議を経て、エントリー式総合型

選抜方法一部の変更を組織決定した。 

 令和 8 年度の年内入試においては、学校推薦型選抜（指定校）においては、奨学金付き

指定校枠を新設するなどの方策等により、指定校推薦の受験生が大幅に増えた。昨年度に

引き続き、年内の選抜終了時点で、入学定員40名を確保できた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

入学定員に対する入学予定者数（率）：48/40名（120.0%）（定員の100%） 
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【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 これまで、毎年、入学後の学修状況調査を行い、入試区分及び入試成績との相関を検証す

るとともに、入試日程等の見直しを行い、入学者数の定員確保を目指してきた。高校生の進

路意識の流動化がみられることから、令和 6 年度選抜から導入した「エントリー式総合型

選抜」による入学者は予想以上に多くの受験生がエントリーした。その結果、入学定員 40

名に対する入試区分での入学予定者数の比率において、エントリー式総合型選抜37.5%（15

名）、学校推薦型選抜 70%（28 名・姉妹校 4 名、指定校 20 名、公募制 4 名）という数値が

示す通り、早期の進路決定を希望する傾向が強まった。引き続き、入学後の学修状況調査を

行い、入試区分及び入試成績との相関を検証していく。 

 

②学校推薦型選抜の入試科目についての改善を図り、受験生を確保する。 

【報告内容】 

 令和 6 年度の課題にもとづき学校推薦型選抜の選抜方法について検討した結果、公募制

については「小論文／ピアノ実技」のいずれかを選択であったものを「表現技術とプレゼン

テーション」に変更し、より本学のアドミッション・ポリシーに沿った人材確保に資すると

ともに、受験者の選択肢が広くなるようにした。結果として、令和 7 年度は入学予定者数

も定員を満たすことができた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

入学定員に対する入学予定者数（率）：70/65名（107.6%）（定員の100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 高校生人口の急激な減少、保育職をめざす高校生の減少の中で、入学定員、オープンキャ

ンパスや Web サイト等での広報方法、総合型選抜や学校推薦型選抜の内容等、様々な角度

から検討を重ねてきた。結果として、全体的な人口減少に伴う受験者の減少傾向こそある

ものの、前期計画の最終令和7年度には、入学定員を満たすことができた。 

 今後も人口減少の流れは変わらないため、継続的に検討を重ね、社会状況に応じて学生

募集活動を工夫していく必要がある。 

 

(2)高大連携及び高大接続の促進により、本学教育への信頼度及び入学者の質の向上を図 

る。 

①高校との信頼関係の構築のため、アンケートの実施や聞き取り等を行って、そのニー

ズや実態把握を行う。また、近県の島根県の高等学校においても出前講座やガイダン

ス等を実施していく。 

【報告内容】 

 高校との信頼関係の構築のため、高校訪問時に聞き取り等を行って、本学へのニーズや

進学予定者数などの実態把握を行った。これにより、高校への出前授業の内容を工夫する

とともに、本学の学生が母校を訪問する新たな「母校訪問大使」の制度等を導入し、円滑に

実施することができた。 
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 また、保育学科では近県の島根県の高等学校において出前講座や進路ガイダンスを実施

した。令和7年度県内外の出前授業、進路ガイダンス実施数は38件であり、近年では最も

多い回数であった。その件数の中には、今年度より高大連携校も多く含まれており、本学受

験へつなげることができた。 

 さらに、芸術表現学科では、近県での出前授業やガイダンスを島根県9校、大分県2校、

広島県2校、佐賀県1校の計14校で実施してするなど、新たに県外での高大接続にも取り

組むことができた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

高校訪問（出前授業、進路ガイダンス、進路指導部訪問等）により情報収集し、高大連携及

び高校接続の施策に係る検討会議の実施：3件/年、（2件/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 保育学科は、高大連携及び高大接続の促進により、本学への受験者数を一定数確保する

ことができ、定員充足率の面では達成した。一方で、質の向上に繋がっているかどうかを、

入学者の成績やGPA分布、また、学生アンケートなどから測定していかなければならない。 

 芸術表現学科では、出前講義やガイダンスをはじめ、アンケートの実施や聞き取り等を

行って、そのニーズや実態把握を行ってきた。引き続き、県内高校の進学ニーズを踏まえた

出前講座やガイダンスの実施内容となるように再検討をするとともに、STEAM 教育の推進

や芸術を基盤とする本学の特色ある教育内容の充実に向けたカリキュラムをアピールする

ことで、本学教育への信頼度及び入学者の質の向上を図っていく。 

 このような活動を通して、県内6高校との連携協定を締結することができた。 

 

 

【財政１】自己収入増と経費抑制 

13.経営判断指標「A」の維持 

(1)定量的な経営判断に基づく経営状態の区分（学校単位）での「A」段階の維持を維持 

する。 

①令和7年度予算執行について、個々の事業内容を精査しながら経費の適正かつ効率的

な執行を進める。また、大学・短大部門における次期中期計画期間5年間の収入・支

出シミュレーションを行い、収入見込に対する人件費・教研費・管理経費・施設設備

支出のバランスを意識し、令和8年度予算編成を行う。 

【報告内容】 

 学生生徒納付金収入は、学生数の増加により増収となった。 

 財務計画による予算編成時には、検証した学生数予測に基づいて収入・支出シミュレー

ションを実施した。その結果や学内の物品・施設要望等を踏まえ、資金収支ベースで教研

費・管理経費・施設設備支出・予備費のバランスを見直すことで、収入と支出のバランスを

確保することができた。 

 しかし、これまでの学生減に伴う収入減、及び施設・設備の減価償却費等により、日本私

立学校振興・共済事業団が示す定量的な経営判断指標に基づく経営状態の区分（学校単位）



 33 
 

において、事業活動収支ベースで経常収支差額がマイナスとなり、目標達成とはならなか

った。 

 この結果を重く受け止め、達成指標に掲げている【認証評価基準Ⅲ-D】の「同事業団の経

営判断指標等に基づき財的資源の実態を把握し、財政上の安定を確保するよう計画を策定

し、管理する」ことを徹底し、中長期的な経営改善の取り組みを継続していく。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

認証評価基準項目の適合：Bランク（日本私立学校共済事業団が示す定量的な経営判断指標

に基づく経営状態の区分（学校単位）でAランクを目指す） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 前期計画期間においては、学生数予測に基づいた収入・支出シミュレーションを行い、収

入見込に対する人件費・教研費・管理経費・施設設備支出のバランスを意識した予算編成を

行うことができた。 

 今後も大学・短大部門における後期計画期間 5 年間の収入・支出シミュレーションを一

体的に行い、収入見込に対する人件費・教研費・管理経費・施設設備支出のバランスを意識

しながら予算編成を行い、個々の事業内容を精査しながら経費の適正かつ効率的な執行を

進める 

 

(2) 経常費補助金の確実な獲得を目指す。 

①「経常費補助金特別補助」及び「私立大学等改革総合支援事業」等の申請による経常

費補助金の追加配分の獲得を図る。 

【報告内容】 

私立大学等経常費補助金特別補助の申請については、令和 7 年度申請件数 3 件に対して

全件採択された。 

 また、私立大学等経常費補助金に追加配分で加算される私立大学等改革総合支援事業（タ

イプ1）については、例年どおり算定の要件を確認して獲得点数を算定し、申請を行った。 

 私立大学等改革総合支援事業（タイプ 1）の選定点は 74点であり、本学の獲得点数では

採択に至らなかった。 

 なお、学長企画会議で私立大学等改革総合支援事業に対する方向性について協議が行わ

れ、得点の取得が可能な項目については改善に努めることが確認された。今後も「私立大学

経常費補助金特別補助」及び「私立大学等改革総合支援事業」の申請による経常費補助金の

追加配分の獲得を図る。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1) 特別補助申請件数：3件/年（申請件数3件以上） 

(2) 私立大学等改革総合支援事業獲得点数：令和7年度採択基準点数（74点）未満（改革

総合支援事業における採択点数の獲得） 
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【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 私立大学等経常費補助金の特別補助申請について、毎年度申請分が全件採択されてい

る。 

 私立大学等経常費補助金に追加配分で加算される私立大学等改革総合支援事業（タイプ

１）については以下のとおりである。 

 (1)私立大学等改革総合支援事業の評価にあたっては、①これまでの指標が変更または

廃止されたこと、②前年度との伸び率などが指標として設定されたこと、③特にIR、ICT

関係の得点の取得が不十分であることにより、得点の増加には至っていない。 

 (2)改革総合支援事業の獲得点数の増加を図るため、指標の変更内容等を事前に把握す

ること、設問毎に得点の取得につなげる取組を行うことが必要である。  

 今後も「経常費補助金特別補助」及び「私立大学等改革総合支援事業」等の申請による

経常費補助金の追加配分の獲得を図る。 

 

(3) 外部資金及び寄附金等の獲得に関する取り組みの強化を図る。 

①科研費等の競争的研究費の獲得支援のための研究助成制度を継続し、研究助成経費配

分方針のもとに適切な配分を行う。また、継続して定期的なアンケート調査を通じて

研究助成制度を検証し効果的な配分と改善を行う。 

【報告内容】 

 研究助成制度取扱要項に基づき、財源を確保し、学長の査定により配分案を作成して、運

営委員会へ諮り、申請者へ配分を行った。なお、令和 7 年度は、科研費の取得促進を図る

ため、不採択者を支援することにより研究活動の底上げを支援するという方針のもと、配

分を行った。また、間接経費を財源とした第 3 回研究助成経費の配分についても、研究助

成制度取扱要項に基づいて配分を行った。 

 令和 7年度の科研費申請状況は、4件（研究代表：3件、研究分担：1件）であり、令和

6年度（研究代表：1件、研究分担：3件）と比較すると目標値である6件には届かなかっ

た。この内、採択課題は0件であった。 

 研究助成制度による助成金は、教員の科研費や外部資金の獲得支援に一定の寄与をして

いるといえるが、今後もより効果的に活用できるよう制度の検討していく必要がある。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

競争的研究費のうち科学研究費補助金の申請件数（分担者含む）：4件/年（6件/年） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 本制度により、科研費の獲得に至らなかった研究についても研究活動を継続するための

資金が獲得できるため、研究活動を継続することが可能となった。 

 今後も研究活動を活性化させるために研究助成制度を継続して、科研費等の競争的研究

費の獲得支援を行い、研究活動の底上げを図る必要がある。 

 また、定期的にアンケート調査を実施し、研究助成制度を検証すると共に、効果的な配

分となるように改善を行う必要がある。 
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 このため、後期計画においても研究活動の底上げを図るため、継続して取り組む必要が

ある。 

 

 

【財政２】施設・設備・構内環境の点検と改善 

14.施設・設備の計画的な整備 

(1) 財政的観点からのキャンパスデザイン構想の確立と施設・設備の計画的な導入をす 

 る。 

①「施設整備・ICT 整備ロードマップ」に基づき、中期計画 5 年間での収入・支出シミ

ュレーションの検証結果を考慮し、各補助事業募集に注視しながら施設・設備計画を

実施する。 

【報告内容】 

 令和 7年度については「施設整備・ICT整備ロードマップ」に基づき、C棟・F棟・G棟・

L棟・M棟の空調設備の更新工事を実施した。 

 以上の取り組みに対し、学生生活アンケートの「キャンパス（施設）に満足しています

か」という設問では、「満足している、やや満足」と答えた割合が 81.5%であり、一定の評

価を受けた。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

(1)「施設整備・ICT整備ロードマップ(令和3年度～7年度)」に基づいた事業の完成率

（令和7年度末を100%と設定）：100%（100%） 

(2) 学生生活アンケート中、「キャンパス（施設）に満足していますか」の設問に、「満足

している、やや満足」と答えた学生の割合：81.5%（80%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 文部科学省の施設整備事業の各補助事業については、申請条件に修学支援制度と同様の

条件が課されるなどハードルが高くなったが、「施設設備・ICTロードマップ」とリンクさ

せ、中期計画5年間の収入・支出シミュレーションの検証結果を考慮し、各補助事業募集

に注視しながら施設・設備計画を実施することができた。後期計画においても「施設整

備・ICT整備ロードマップ」に基づき、施設設備整備及び環境整備を計画する。  

 

②環境整備計画に基づいた学内の施設、設備の点検を実施し、コスト節減を図るととも

に、年度毎に計画の内容を検証する。 

【報告内容】 

 令和 3 年度に策定した「環境整備計画・施設管理計画」に基づいた学内施設点検等の定

期作業（貯水槽点検・消防設備点検・電気設備点検）の他、以下の修繕作業を実施した。 

 ①水道漏水修繕作業 

 ②空調機器修繕作業 

 緊急修繕費用は、体育館の漏水修繕作業が高額となり、目標値の令和 4 年度を上回り未

達成となった。 
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【令和6年度目標と年度末達成状況】※令和6年度目標を（ ）で示している。 

緊急修繕費用の支出節減対策：令和4年度実績値より増額（令和4年度実績以下の緊急修

繕費用の維持） 

 
【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 令和4年度から令和7年度までの緊急修繕費用については、見込が予測が困難な状況で

あるが一定の予算額を計上し、その範囲内で対応してきた。今年度は想定額を大幅に超過

したため補正予算計上を行い、適切に対応することが出来た。 

 

③「施設整備・ICT整備ロードマップ」に基づき、【13-1-1】での収入・支出シミュレーシ

ョンの検証結果を考慮し、以下の施設設備整備・環境整備を予定する。 

イ）学内空調設備の更新 

【報告内容】 

 令和 7年度については【14-1-1】のとおり、「施設整備・ICT 整備ロードマップ」に基づ

き、C棟・F棟・G棟・L棟・M棟の空調設備の更新工事を実施した。 

 

【令和7年度目標と年度末達成状況】※令和7年度目標を（ ）で示している。 

「施設整備・ICT整備ロードマップ(令和7年度計画)」に基づいた事業の実施：100%

（100%） 

 

【前期5ヵ年間（令和3～7年度）報告内容】 

 文部科学省の施設整備事業の各補助事業については、申請条件に修学支援制度と同様の

条件が課されるなどハードルが高くなったが、「施設設備・ICTロードマップ」とリンクさ

せ、中期計画5年間の収入・支出シミュレーションの検証結果を考慮し、各補助事業募集

に注視しながら施設・設備計画を実施することができた。後期計画においても「施設整

備・ICT整備ロードマップ」に基づき、施設設備整備及び環境整備を計画する。 
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IV. 本学における自己点検・評価への取組み 

1. 山口学芸大学及び山口芸術短期大学における自己点検・評価活動に関する基本的考え

方 ―評価の目的と基本方針制定の趣旨について― 

 
学園が設置する各学校は、建学の精神である「至誠」を具現化した使命及び教育理念に

基づき人材育成を行っており、令和 3 年度に策定した中・長期計画である「宇部学園ビジ

ョン 2030」を基盤として、「志」をもって将来の社会をけん引する人材を各学校で養成し、

持続可能な社会貢献活動を将来像としている。 
大学が教育理念を達成し、全学的な内部質保証体制の構築と教学マネジメントによる教

育の質保証や大学間の競争的環境の中で切磋琢磨して個性輝く大学になるためには、教職

員それぞれが、また大学を構成する各組織が、教育研究活動をはじめとするそれぞれの任

務に積極的に取り組むことが求められる。 
 
【自己点検・評価の必要性】 

これらの活動は、長期的かつ大学の基本方針に従って遂行することが肝要であることか

ら、必要に応じてその諸活動を点検し、現状と課題を学園一体となって明らかにし、その

活動を改善していくことが重要である。 
教育・研究をはじめとする大学全般の運営は、様々な観点から日々検証を重ねることが

必要であり、まずはその当事者である大学の構成員自らが、その点検評価を行うことがも

っとも効率的である。 
さらに、大学は、国の補助金や授業料収入をはじめとして、広く社会の各分野からの支

援によって支えられていることを考慮すれば、その活動内容（教育、研究、社会貢献活動）

を広く公表することで、社会の理解を得ながら持続可能な目標に向かい、価値連鎖を創造

することが必要である。このように、自らの現状を正確に把握・検証しながら、学園全体

の目標を意識しつつ大学運営に関して自己点検・評価活動を継続する必要がある。 
 
【自己点検・評価活動と認証評価、外部評価】 

上記の自己点検・評価活動は、本学が独自に設定する項目による自己点検・評価活動（以

下、「本学独自の自己点検評価」という。）、評価を受ける大学とは別の独立した第三者（文

部科学大臣が認証した評価機関）によって行われる評価活動（以下、「認証評価」という。）

及び大学が学外有識者を選出して主体的に行う自己点検・評価活動（以下、「外部評価」と

いう。）」がある。 
このうち、「認証評価」は「我が国の大学の教育研究水準の維持及び向上を図るとともに，

その個性的で多様な発展に資する」こと、「大学の教育研究活動等の質を保証する」ことを

目的としている。 
 また、「外部評価」については認証評価制度の導入に伴い、法的な義務は廃止されたが、

認証評価による幅広い視点での点検・評価を踏まえ、特に、今後の教育に関する内部質保

証の確立に向け積極的に取り組むこととする。 
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【自己点検・評価活動と中期計画】 

「自己点検活動」は、学校教育法第52条において、「大学は、学術の中心として、広く

知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展

開させることを目的とする。」とあるように、目標達成のために、大学がその個性を活かし

て定めたそれぞれの教育理念に照らして、PDCAサイクルに基づく活動を定めたものである。 

このことから、中期計画の達成度評価の目的も、大学の教育・研究活動の改善と、質の

向上にある。こうして、独自の「自己点検評価活動」並びに「認証評価」等に伴う自己点

検・評価活動は基本的には同一の目的を持つこととなる。 

毎年度こうした自己点検・評価活動を繰り返しながら認証評価に活かされることは、大

学の現状を踏まえた教育研究活動や社会貢献活動にはなくてはならないシステムであり、

その結果として、大学構成員による評価とは違った視点から、諸活動に対する有益な点検、

評価の情報がもたらされることが期待される。 

 
【まとめ】 

以上より、「大学独自の自己点検・評価」と、「認証評価」等に対応するための自己点検・

評価活動の目的は、大学の業務全般の教育研究水準の向上をもたらし、評価結果の公表を

通じて、大学に対する社会からの支持を獲得することにある。 
本学学則第２条に規定する自己点検・評価において、「教育研究水準の維持向上に資する

ため、教育研究等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。」と定め

ているのはこのような意味を持っている。 
各教員及び組織体の活動を、大学の教育と研究水準の向上という目的のために、それに

応じて定められた評価方法によって点検し、さらにその改善のための課題は何か、また改

善のためにどのような努力が払われているかを明らかにすることが求められる。 
こうした自己点検・評価作業を実際に行うに当たっての基本方針は「山口学芸大学及び

山口芸術短期大学における自己点検・評価活動に関する基本方針」に定めるものとする。 
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2. 山口学芸大学及び山口芸術短期大学における自己点検・評価活動に関する基本方針 

 
令和2年 10月 1日 

 自己点検・評価委員会決定 

 

本学学則第2条に「本学は、教育研究水準の維持向上に資するため、前条の目的及び社

会的使命を果たすとともに、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、そ

の結果を公表する。」と定められている自己点検・評価活動を行うため、ここに活動に関す

る基本方針を制定する。 

 

１ 評価の目的 

本学が独自に設定する項目による自己点検・評価活動（以下、「本学独自の自己点検評価」

という。）、評価を受ける大学とは別の独立した第三者（文部科学大臣が認証した評価機関）

によって行われる自己点検・評価活動（以下、「認証評価」という。）及び大学が学外有識

者を選出して主体的に行う自己点検・評価活動（以下、「外部評価」という。）の目的は、

第一に、その業務全般、特に、教育研究水準の向上をもたらすこと、第二に、その公表を

通じて社会からの支持を獲得すること、そしてそれによって本学の理念および目的を達成

することにある。 

 

２ 評価の種類 

本学における自己点検・評価活動は、以下のとおりとする。 

(1)本学を構成する教員及び諸組織並びに大学全体を対象とする。 

(2)教育、研究、管理運営、社会貢献・連携等の諸活動全般に対して行う。 

(3)「本学独自の自己点検評価」、「認証評価」及び「外部評価」に対応するための活動と

する。 

 

３ 評価体制 

２に掲げた自己点検評価活動は、学長の指揮の下、自己点検・評価委員会が実施する。 

 

４ 評価資料 

２に掲げた自己点検評価活動を効率的に行うために、各教員及び各組織は教育活動、研

究活動をはじめとする諸活動を恒常的に記録・収集・自己点検し、蓄積する。 

 

５ 評価結果の活用 

評価結果は、教員個人にあっては、その後の諸活動の質の更なる向上のための資料とす

る。 

学内各委員会、学部長、各学科長あるいは学生部及び総務部にあっては、大学の活性化

あるいは大学業務全般の改善、教育、研究水準の向上のための諸施策の立案、それを実行

するための資料とする。 
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６ 評価結果の公表 

評価の結果は、その性質上開示に適さないものを除き、刊行物への掲載やインターネッ

トの利用等、広く周知が可能な方法によって公表する。 

 
以 上 
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3. 山口学芸大学・山口芸術短期大学における教職課程の自己点検・評価の実施要領 

 

令和 4年 4月 26日 

令和7年 5月 2日改訂 

教育課程委員会 

⒈ 経緯と本要領の趣旨 

本学は、教育者・保育者の養成を主たる目的としており、教職課程の運営に当たっては、

ディプロマ・ポリシーに照らし、その教育方法・内容・学修成果等の状況等を十分に検証

し、継続的に教職課程の改善や教育の質の向上に努める必要がある。 

このような中、令和3年5月、改正教育職員免許法施行規則が公布され、同施行規則第

22 条の 8 に「認定課程を有する大学は、当該大学における認定課程の教育課程、教員組

織、教育実習並びに施設及び設備の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公

表するものとする。」と規定されて、令和4年 4月 1日から教職課程の自己点検・評価が

義務化されることとなった。 

このため、本学では、令和3年度第1回自己点検評価委員会において、本学教職課程の

自己点検・評価は、学校教育法に基づく大学全体の自己点検・評価に組み込む形で実施し、

一体的に行うこと、その実施に関する具体的な内容は教育課程委員会においてまとめる

こと、その評価結果は継続的に教職課程の質保証の改善に生かすこと、について審議され、

承認された。 

本実施要領は、これらのことを踏まえ、教職課程の自己点検・評価を適切かつ効果的に

実施するため、その基本的な枠組みを定めるものである。 

 
⒉ 実施体制 

教職課程の自己点検・評価の、評価の観点の策定及びその見直し、その観点に基づく実

施の点検・評価は、教育課程委員会がその任を担い、自己点検・評価委員会と連携しなが

ら行う。 

 
⒊ 手順・方法 

⑴ 教職課程の評価の観点は、学校教育法に基づく大学全体の自己点検・評価の基準項

目ごとに策定する。ただし、大学全体の評価の観点と重なるものは省略する。 

⑵ ⑴の観点による自己点検・評価は、大学全体の自己点検・評価の項目に取り込みなが

ら行う。 

⑶ ⑵を行う際は、法令等により求められている事項の順守状況、評価できる点及び課

題点、課題の解決に向けた対応等について検討する。  

  ⑷ 学修者目線で行うとともに、学外関係者など第三者の視点も可能な限り組み入れる。  

 

⒋ 評価の実施時期 

  毎年度、大学全体の自己点検・評価の時期に合わせて、教育課程委員会に所属する大学
教育学部・短期大学保育学科の各所属委員並びに事務局所属委員が中心となり、教職協働
で行う。 
 

⒌ 評価結果の取扱い 

⑴ 評価結果は、教育課程委員会の審議を経て、学長が決定し、自己点検・評価委員会
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に報告する。 

⑵ 評価結果は、その性質上開示に適さないものを除き、学校教育法に基づく大学全体

の自己点検・評価の報告により、本学公式ウェブサイト等において公表するとともに、

この結果を契機として、学内外からフィードバックを受けるものとする。 

⑶ 教育課程委員会は、公表された評価結果や学内外の意見を踏まえ、教職課程の改善

を図る。 

 

⒍ 本要領の事務 

この要領に関わる事務は、学生部教務課において処理する。 
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【資料 1】学則（目的） 

（目的） 

第１条 山口芸術短期大学（以下「本学」という。）は、教育基本法及び学校教育

法の定めるところに従い、本学の建学理念「至誠」の精神に基づき、深く専門

の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力の育成、並びに芸術文化

の修得により、人間味豊かな格調の高い人格の育成を図るとともに、地域社会

の発展に寄与することを目的とする。 

 

（目的） 
第 54 条 専攻科は、精深な程度において、特別の事項を教授し、その研究を指導

することを目的とする。 
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評議員会

理事会

理事長

監事

学園長

法人事務局

山口学芸大学 学生部

教育学部教育学科 学部・学科支援室教務課

初等幼児教育専攻
学生課 保健室

英語教育専攻 学生相談室

入試広報課 就職支援室大学院教育学研究科
 子ども教育専攻

キャリア支援
センター

教職支援室
山口芸術短期大学

デザイン専攻

慶進高等学校

保育職支援室
保育学科

芸術表現学科

専攻科
総務課

企画課

総務部

教育・保育
支援センター

事務室

宇部中央自動車学校

慶進中学校

図書館

成進高等学校

亀山幼稚園

事務室

事務室

事務室

事務室

【資料 2】学校法人・短期大学の組織図（令和 6 年 4 月 1 日現在） 
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【表 1】学校法人の沿革 

 
【表 2】短期大学の沿革 

 
 

昭和20(1945)年3月 財団法人宇部女子商業学校を設立し、宇部女子商業学校を運営

昭和23(1948)年3月
学制改革により宇部女子商業学校を宇部学園女子高等学校と改称、
宇部学園女子中学校を併置

昭和26(1951)年4月
寄附行為により財団法人宇部女子商業学校から学校法人宇部学園に
改組

昭和40(1965)年4月 宇部女子高等学校並びに宇部女子中学校と改称

昭和41(1966)年4月 宇部女子高等学校美祢分校開校、宇部中央自動車学校開校

昭和43(1968)年4月 山口芸術短期大学開学

昭和51(1976)年4月 宇部女子高等学校美祢分校廃止し美祢中央高等学校開校

平成元(1989)年3月 亀山幼稚園の設置者を学校法人宇部学園へ変更認可

平成14(2002)年4月 宇部女子高等学校を慶進高等学校と改称

平成16(2004)年4月 慶進中学校を中高一貫校として併設

山口学芸大学開学

美祢中央高等学校を成進高等学校と改称

平成23(2011)年4月 山口学芸大学大学院設置

令和4(2022)年12月
一般社団法人やまぐち共創大学コンソーシアム設立（山口大学・山
口県立大学・宇部学園（山口学芸大学））

令和5(2023)年3月
一般社団法人やまぐち共創大学コンソーシアムが大学等連携推進法
人に認定（山口大学・山口県立大学・宇部学園（山口学芸大学））

平成19(2007)年4月

昭和42(1967)年8月 短期大学設立事務局の設置

昭和43(1968)年2月 山口芸術短期大学設置認可

昭和43(1968)年4月 山口芸術短期大学開学　音楽科、生活芸術科

昭和49(1974)年1月 幼児教育科設置認可

昭和49(1974)年4月 幼児教育科開設

昭和53(1978)年4月 専攻科音楽専攻開設

昭和63(1988)年4月 専攻科生活芸術専攻開設

平成11(1999)年4月
幼児教育科を保育学科、音楽科を音楽学科、生活芸術科を芸術文化
学科と科名変更

平成13(2001)年4月 専攻科生活芸術専攻を専攻科芸術文化専攻に改称

平成14(2002)年4月 保育学科に幼児教育コース・介護福祉コースを開設

平成15(2003)年4月 専攻科幼児教育専攻開設

平成18(2006)年4月 芸術文化学科をデザインアート学科に名称変更

平成21(2009)年4月 専攻科芸術文化専攻を専攻科デザインアート専攻に改称

平成22(2010)年4月 音楽学科とデザインアート学科を統合し、芸術表現学科を創設

平成23(2011)年4月 教育・保育支援センター開設

平成30(2018)年4月 芸術表現学科コース制を廃止し、フィールド制を導入

令和2(2020)年2月 一般財団法人短期大学基準協会による認証評価において適格と認定
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【表 3-1】学生数（令和 7 年 5 月 1 日現在） 

 

 

【表 3-2】学生数（令和 8 年 5 月 1 日現在） 

 

 

【表 4-1】教員数（令和 7 年 5 月 1 日現在） 

 

 

【表 4-2】教員数（令和 8 年 5 月 1 日現在） 

 
 

【表 5-1】職員数（令和 7 年 5 月 1 日現在） 

 

 

令和3(2021)年4月
専攻科デザインアート専攻と専攻科音楽専攻を統合し、専攻科芸術
表現専攻を創設

令和4(2022)年3月 保育学科介護福祉コースを廃止

令和5(2023)年4月 専攻科芸術表現専攻を専攻科デザイン専攻に改称

1年 2年 計

保育学科 80人 160人 64人 65人 129人

芸術表現学科 40人 80人 56人 40人 96人

専攻科 10人 10人 3人 0人 3人

学科 入学定員 収容定員
学生数

1年 2年 計

保育学科 65人 145人 70 64 134

芸術表現学科 40人 80人 48 54 102

専攻科 10人 10人 6 0 6

学科 入学定員 収容定員
学生数

学部　学科 教授 准教授 講師 助教 計

保育学科 6人 3人 2人 0人 11人

芸術表現学科 2人 2人 2人 0人 6人

学部　学科 教授 准教授 講師 助教 計

保育学科 7人 2人 2人 0人 11人

芸術表現学科 3人 2人 2人 0人 7人

専任 非常勤 計

9人 7人 16人
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【表 5-2】職員数（令和 8 年 5 月 1 日現在） 

 
【表 6-1】学校法人の概要（令和 7 年 5 月 1 日現在） 

学校法人が設置する教育機関のうち、大学、短期大学及び附属幼稚園の名称、所在地、入

学定員、収容定員及び在籍者数 

 
【表 6-2】学校法人の概要（令和 8 年 5 月 1 日現在） 

 
【表 7】山口県及び山口市の人口推移 

 
※山口県ウェブサイト（人口移動統計調査）から引用。上段は、各年 4 月 1 日現在の人口数、下段（ ）書きは世帯数を示す。 

【表 8】学生の入学動向：学生の出身地別人数及び割合 

 

専任 非常勤 計

7人 7人 14人

教育機関名 所　　在　　地 入学定員 収容定員 在籍者数

山口学芸大学 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 70 300 313

山口学芸大学大学院 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 5 10 0

山口芸術短期大学 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 120 240 225

山口芸術短期大学専攻科 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 10 10 3

亀山幼稚園 山口市道場門前2丁目9番14号 20 80 80

教育機関名 所　　在　　地 入学定員 収容定員 在籍者数

山口学芸大学 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 70 300 338

山口学芸大学大学院 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 5 10 0

山口芸術短期大学 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 105 225 236

山口芸術短期大学専攻科 山口市小郡みらい町一丁目7番1号 10 10 6

亀山幼稚園 山口市道場門前2丁目9番14号 20 80 69

区　分 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

1,332,364人 1,315,949人 1,301,480人 1,284,626人 1,266,895人

(597,818) (595,180) (595,653) (597,815) (592,844)

192,907人 191,743人 190,981人 189,395人 187,892人

(86,969) (87,273) (87,988) (88,953) (88,543)

山口県

山口市

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

山口県 114 97.4 104 92 105 98.1 115 95.9 116 98.4

島根県 1 0.9 4 3.5 2 1.9 1 0.8 1 0.8

岡山県

広島県 1 0.8

愛媛県 1 0.8

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

地域
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【表 9】教育情報の公表について 

 

 
 
 

福岡県

長崎県 1 0.9

熊本県

大分県

鹿児島県

その他 2 1.7 4 3.5 3 2.5

合 計 117 100 113 100 107 100 120 100 118 100

No. 事 　　　 　　　項 公 表 方 法 等

本学ウェブサイト「建学の精神・教育理念・教育目的」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/split/

本学ウェブサイト「教育方針（3つのポリシー）」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/policy/

本学ウェブサイト「教育方針（3つのポリシー）」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/policy/

本学ウェブサイト「教育方針（3つのポリシー）」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/policy/

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/

本学ウェブサイト「入学案内」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/admission/expenses/

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/

1 大学の教育研究上の目的に関すること

2 卒業認定・学位授与の方針

3 教育課程編成・実施の方針

4 入学者受入れの方針

5 教育研究上の基本組織に関すること

6
教員組織、教員の数並びに各教員が有する学
位及び業績に関すること

7

入学者の数、収容定員及び在学する学生の
数、卒業又は修了した者の数並びに進学者数
及び就職者数その他進学及び就職等の状況に
関すること

8
授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の
授業の計画に関すること

9
学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認
定に当たっての基準に関すること

10
校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の
教育研究環境に関すること

11
授業料、入学料その他の大学が徴収する費用
に関すること

12
大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の
健康等に係る支援に関すること

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/split/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/policy/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/policy/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/policy/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/admission/expenses/
https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/info/disclosure/
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【表 10】学校法人の財務情報の公開について 

 
 
【表 11】令和 7 年度 自己点検・評価委員会 

 
 

事  　　　　　　　　  項 公  開  方  法  等

本学ウェブサイト「情報公開」

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/about/disclosure/

財産目録、貸借対照表、収支計算書、
事業報告書及び監査報告書

委員長 学長 岡村　康夫

学生部長 成富　敬

企画課長 久保　梓

LO 教育学部教授 松村　納央子

ALO 保育学科教授 山本　朗登

教育学部長 松田信夫

教育学部教育学科主任 坂本　久美子

芸術表現学科長 藤村　慎一郎

芸術表現学科副学科長 中川　聡

保育学科学科長 山田　哲也

保育学科副学科長 森下　嘉昭

総務部長 須山　清馬

学生部次長 田村　知津子

総務課長 船木　一顕

教務課長 河合　良房

学生課長 原井　進

入試広報課長 開地　元典

キャリア支援センター長 南野　郁夫

図書館長 川野　哲也

学生部参事 河本　博史

総務部参事 藪　達己

副委員長

委員

https://www.yamaguchi-jca.ac.jp/about/disclosure/
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【表 12】自己点検・評価報告書完成までの活動記録（令和 7 年度） 

 
 
【表 13】公開講座実施状況 

 
 
【表 14】公開イベント実施状況 

 
 

年月日 会議体名称 主な議題

令和7年4月30日 第1回自己点検・評価委員会
自己点検・評価報告書について
教職課程の自己点検評価について

令和7年5月30日 第2回自己点検・評価委員会 自己点検・評価報告書について

令和7年7月8日 第3回自己点検・評価委員会 第3期中期計画の策定について

令和7年9月4日 第4回自己点検・評価委員会
第3期中期計画の策定について
私立大学ガバナンスコード（第2.0案）点検結果報告について

令和7年9月30日 第5回自己点検・評価委員会
第3期中期計画の策定について
短期大学認証評価について

令和7年10月31日 第6回自己点検・評価委員会 山口学芸大学認証評価実地調査について

令和7年12月25日 第7回自己点検・評価委員会 IR部会報告について

令和8年2月24日 第8回自己点検・評価委員会 令和7年度実績報告について

No. 講座名 実施日程等 主な対象 参加者数

1 夏期講座 8月19日 教育者、保育者 64人

2 漱石文学の哲学的基礎 毎月1回 一般 延べ38人

No. イベント名 実施日程等 主な対象 参加者数

1 保育学科「遊びの広場」 6/8
未就学の幼児、
保護者

一般親子
29人

2 保育学科「こどもパーク」 9/14
未就学の幼児、
保護者

一般親子
2297人

3 保育学科「子ども総合研究発表会」 12/14
未就学の幼児、
保護者

一般親子40人

延べ339人

約100人

約1,000人

4

6
芸術表現学科
学内Xmasコンサート

12/11
学生、教職員、一
般

5
"Xmas Art Festival"企画運営
（湯田温泉こんこんパーク）

11/22 一般

芸術表現学科
welcomeコンサート（合唱，ボーカル）

6/8, 7/12, 8/3
3/20

高校生、保護者

山口3大学合同卒業展 1/30～2/1 一般 1,099人

7

8

"Re-Create Week Yamaguchi"企画運営
（湯田温泉こんこんパーク）

12/21 一般 約500人
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【表 15】地方公共団体、企業、教育機関等との協定締結状況 

 

【表 16】大学間交流・学術的協力 

 
 
【表 17】山口芸術短期大学 学修成果（4 つの力） 

 
 
 

協  定  先 締結年月日

山口大学 平成25年9月18日

株式会社ナカハラプリンテックス 平成29年9月25日

山口市 平成29年9月27日

西日本電信電話株式会社山口支店 令和元年12月24日

山口中村学園高等学校 令和5年8月23日

野田学園高等学校 令和5年11月29日

聖光高等学校 令和7年3月10日

宇部中央高校 令和7年3月12日

防府西高等学校 令和7年3月17日

協  定  先 締結年月日

山口大学 平成25年9月18日

山口学芸大学 平成29年12月21日

開南大学（台湾） 令和元年9月16日

大葉大学（台湾） 令和2年8月25日

①態度・志向性
社会で生きていくための基本的な態度を身につけ、地域
社会に貢献する意欲をもっている。

②汎用的能力
社会生活に必要な能力を身につけ、状況に応じて活用で
きる。

③専門的知識・技能
専攻する専門分野における基礎的な知識・技能を修得し

ている。

④総合的な学習経験と創造的思考力
修得した知識・技能等を総合的に活用し、直面する課題

にそれらを適用して解決することができる。
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【表 18】保育学科 学修成果（8 つの力） 

 
 
【表 19】芸術表現学科 学修成果（8 つの力） 

 
 
【表 20】専攻科 学修成果（8 つの力） 

 
 

①主体的に学び続ける意欲

②協調的な生活態度

③教養

④豊かな感性と表現力

⑤保育の計画力

⑥保育の指導力

⑦専門的なコミュニケーション能力

⑧課題解決能力

学び続ける意欲をもって主体的に考え行動し、周囲に感
謝の気持ちを持ち、他者と協調して生活することができ
る。

豊かな教養と感性・表現力を身につけ、高い倫理観や広
い見識をもって、物事に取り組むことができる。

保育現場での実践に生かすことができる専門的知識や技
能を身につけている。

子どもと深くかかわり、保護者・地域・関係機関等と連

携しながら、保育実践上の課題を創造的に解決すること
ができる。

勤労観

主体性

教養

コミュニケーション能力

専門分野の知識・技能

創造力

課題解決力

変化への適応力

働く意義を理解し、主体性をもって物事に取り組むこと
ができる。

社会人にふさわしい教養やコミュニケーション能力を身

につけている。

デザイン・ビジネス・音楽分野の知識・技能を身につ
け、新しい価値を創造できる。

課題を発見して解決する力や、広い視野で変化に適応す

る力を身につけている。

勤労観

リーダーシップ

教養

コミュニケーション能力

専門分野の知識・技能

創造力

課題解決力

変化への適応力

働く意義を理解し、リーダーシップをもって物事に取り
組むことができる。

社会人にふさわしい教養やコミュニケーション能力を身
につけている。

デザイン・ビジネス・音楽分野の知識・技能を身につ
け、新しい価値を創造できる。

課題を発見して解決する力や、広い視野で変化に適応す
る力を身につけている。



 

11 
 

【表 21】自己評価の基準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レベル1 入学時又は在学中に達成されるべき基礎的内容

レベル2 内部質保証の基準。卒業時には、全員が到達しているこ
とが求められる。

レベル3 2年間の学びの中での達成目標となるレベル

レベル4 卒業時あるいは就職後に達成すべき内容
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【表 22】令和 7 年度学修ベンチマークルーブリック（評価基準表） 

 学
修

成
果

番
号

　
　

　
　

氏
名

：

山
口

芸
術

短
期

大
学

レ
ベ

ル
１

（
入

学
時

に
身

に
つ

い
て

い
て

ほ
し

い
レ

ベ
ル

）

レ
ベ

ル
２

（
卒

業
時

に
最

低
限

到
達

し
た

い
レ

ベ
ル

）

レ
ベ

ル
３

（
卒

業
時

に
で

き
れ

ば
到

達
し

た
い

レ
ベ

ル
）

レ
ベ

ル
４

（
就

職
後

目
標

に
し

て
ほ

し
い

レ
ベ

ル
）

提
示

さ
れ

た
学

習
内

容
に

対
し

、
意

欲
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

提
示

さ
れ

た
学

習
内

容
に

対
し

、
意

欲
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

提
示

さ
れ

た
学

習
内

容
に

対
し

、
意

欲
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

提
示

さ
れ

た
学

習
内

容
に

対
し

、
意

欲
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

成
長

の
必

要
性

を
理

解
し

、
目

標
達

成
の

た
め

に
学

習
す

べ

き
内

容
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

成
長

の
必

要
性

を
理

解
し

、
目

標
達

成
の

た
め

に
学

習
す

べ

き
内

容
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

成
長

の
必

要
性

を
理

解
し

、
目

標
達

成
の

た
め

に
学

習
す

べ

き
内

容
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

自
ら

見
出

し
た

学
習

内
容

を
丁

寧
に

深
く

掘
り

下
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
ら

見
出

し
た

学
習

内
容

を
丁

寧
に

深
く

掘
り

下
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

飽
く

な
き

探
求

を
継

続
し

、
新

た
な

発
見

や
分

野
の

開
拓

を

行
っ

て
周

囲
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

周
囲

の
人

と
協

力
し

、
助

け
合

い
譲

り
合

う
こ

と
の

大
切

さ
を

理

解
し

て
い

る
。

周
囲

の
人

と
協

力
し

、
助

け
合

い
譲

り
合

う
こ

と
の

大
切

さ
を

理

解
し

て
い

る
。

周
囲

の
人

と
協

力
し

、
助

け
合

い
譲

り
合

う
こ

と
の

大
切

さ
を

理

解
し

て
い

る
。

周
囲

の
人

と
協

力
し

、
助

け
合

い
譲

り
合

う
こ

と
の

大
切

さ
を

理

解
し

て
い

る
。

周
囲

に
感

謝
し

、
他

者
と

協
力

し
、
助

け
合

い
譲

り
合

っ
て

生
活

し
よ

う
と

努
め

て
い

る
。

周
囲

に
感

謝
し

、
他

者
と

協
力

し
、
助

け
合

い
譲

り
合

っ
て

生
活

し
よ

う
と

努
め

て
い

る
。

周
囲

に
感

謝
し

、
他

者
と

協
力

し
、
助

け
合

い
譲

り
合

っ
て

生
活

し
よ

う
と

努
め

て
い

る
。

よ
り

よ
い

成
果

を
あ

げ
る

た
め

に
、

周
囲

と
の

協
力

の
仕

方
を

考
え

、
連

携
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

。

よ
り
よ

い
成

果
を

あ
げ

る
た

め
に

、
周

囲
と

の
協

力
の

仕
方

を

考
え

、
連

携
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

。

集
団

の
中

で
果

た
す

べ
き

役
割

を
自

ら
考

え
、
状

況
に

応
じ

て

力
を

発
揮

で
き

る
。

豊
か

な
教

養
（
IC

T
機

器
を

扱
う

能
力

を
含

む
）
を

身
に

つ
け

る
意

欲
が

あ
る

。

豊
か

な
教

養
（
IC

T
機

器
を

扱
う

能
力

を
含

む
）
を

身
に

つ
け

る
意

欲
が

あ
る

。

豊
か

な
教

養
（
IC

T
機

器
を

扱
う

能
力

を
含

む
）
を

身
に

つ
け

る
意

欲
が

あ
る

。

豊
か

な
教

養
（
IC

T
機

器
を

扱
う

能
力

を
含

む
）
を

身
に

つ
け

る
意

欲
が

あ
る

。

ニ
ュ

ー
ス

や
新

聞
な

ど
か

ら
世

の
中

の
動

き
を

知
ろ

う
と

し
、

IC
T

機
器

を
日

頃
か

ら
活

用
し

て
い

る
。

ニ
ュ

ー
ス

や
新

聞
な

ど
か

ら
世

の
中

の
動

き
を

知
ろ

う
と

し
、

IC
T

機
器

を
日

頃
か

ら
活

用
し

て
い

る
。

ニ
ュ

ー
ス

や
新

聞
な

ど
か

ら
世

の
中

の
動

き
を

知
ろ

う
と

し
、

IC
T
機

器
を

日
頃

か
ら

活
用

し
て

い
る

。

様
々

な
視

点
や

価
値

観
、

社
会

的
ル

ー
ル

を
身

に
つ

け
よ

う
と

努
め

て
い

る
。

様
々

な
視

点
や

価
値

観
、

社
会

的
ル

ー
ル

を
身

に
つ

け
よ

う
と

努
め

て
い

る
。

身
に

つ
け

た
教

養
に

基
づ

く
倫

理
観

や
見

識
を

、
自

分
の

生

活
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

周
囲

に
関

心
を

向
け

、
五

感
を

通
じ

て
素

直
に

受
け

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

周
囲

に
関

心
を

向
け

、
五

感
を

通
じ

て
素

直
に

受
け

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

周
囲

に
関

心
を

向
け

、
五

感
を

通
じ

て
素

直
に

受
け

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

周
囲

に
関

心
を

向
け

、
五

感
を

通
じ

て
素

直
に

受
け

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
分

の
感

じ
た

こ
と

を
素

直
に

表
現

し
よ

う
と

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

自
分

の
感

じ
た

こ
と

を
素

直
に

表
現

し
よ

う
と

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

自
分

の
感

じ
た

こ
と

を
素

直
に

表
現

し
よ

う
と

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

他
者

と
の

か
か

わ
り
の

中
で

、
様

々
な

感
じ

方
を

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
者

と
の

か
か

わ
り
の

中
で

、
様

々
な

感
じ

方
を

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
者

の
思

い
を

察
し

た
り

、
周

囲
と

思
い

を
共

有
す

る
こ

と
が

で

き
る

。

保
育

の
計

画
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

っ

て
い

る
。

保
育

の
計

画
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

っ

て
い

る
。

保
育

の
計

画
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

っ

て
い

る
。

保
育

の
計

画
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

っ

て
い

る
。

保
育

の
計

画
や

子
育

て
支

援
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。
保

育
の

計
画

や
子

育
て

支
援

の
重

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

保
育

の
計

画
や

子
育

て
支

援
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

。

IC
T

機
器

を
用

い
て

保
育

に
必

要
な

計
画

を
作

成
し

、
客

観
的

に
自

己
評

価
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

IC
T
機

器
を

用
い

て
保

育
に

必
要

な
計

画
を

作
成

し
、
客

観
的

に
自

己
評

価
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

実
践

結
果

の
評

価
・
改

善
を

繰
り

返
し

、
保

育
の

質
向

上
に

効

果
的

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
育

の
指

導
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

ち
、

身
に

つ
け

よ
う

と
し

て
い

る
。

保
育

の
指

導
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

ち
、

身
に

つ
け

よ
う

と
し

て
い

る
。

保
育

の
指

導
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

ち
、

身
に

つ
け

よ
う

と
し

て
い

る
。

保
育

の
指

導
に

関
す

る
専

門
的

知
識

・
技

能
に

関
心

を
持

ち
、

身
に

つ
け

よ
う

と
し

て
い

る
。

保
育

に
必

要
な

知
識

・
技

能
（
IC

T
を

含
む

）
を

身
に

つ
け

、
活

用
を

試
み

て
い

る
。

保
育

に
必

要
な

知
識

・
技

能
（
IC

T
を

含
む

）
を

身
に

つ
け

、
活

用
を

試
み

て
い

る
。

保
育

に
必

要
な

知
識

・
技

能
（
IC

T
を

含
む

）
を

身
に

つ
け

、
活

用
を

試
み

て
い

る
。

保
育

現
場

体
験

を
と

お
し

て
考

察
を

深
め

、
身

に
つ

け
た

知

識
・
技

能
を

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

保
育

現
場

体
験

を
と

お
し

て
考

察
を

深
め

、
身

に
つ

け
た

知

識
・
技

能
を

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

の
発

達
を

捉
え

、
身

に
つ

け
た

知
識

・
技

能
を

生
か

し
て

成
長

に
貢

献
で

き
る

。

社
会

の
一

員
と

し
て

、
周

囲
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

社
会

の
一

員
と

し
て

、
周

囲
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

社
会

の
一

員
と

し
て

、
周

囲
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

社
会

の
一

員
と

し
て

、
周

囲
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

必

要
性

を
理

解
し

て
い

る
。

円
滑

な
人

間
関

係
を

作
る

た
め

、
笑

顔
や

言
葉

、
文

章
を

用
い

て
の

意
思

疎
通

に
努

め
て

い
る

。

円
滑

な
人

間
関

係
を

作
る

た
め

、
笑

顔
や

言
葉

、
文

章
を

用
い

て
の

意
思

疎
通

に
努

め
て

い
る

。

円
滑

な
人

間
関

係
を

作
る

た
め

、
笑

顔
や

言
葉

、
文

章
を

用
い

て
の

意
思

疎
通

に
努

め
て

い
る

。

他
者

の
気

持
ち

を
想

像
・
理

解
し

、
状

況
に

応
じ

、
適

切
な

表

情
と

言
葉

を
用

い
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
者

の
気

持
ち

を
想

像
・
理

解
し

、
状

況
に

応
じ

、
適

切
な

表

情
と

言
葉

を
用

い
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
者

の
気

持
ち

を
尊

重
し

つ
つ

、
自

分
の

思
い

を
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

問
題

解
決

の
重

要
性

を
理

解
し

、
問

題
に

向
き

合
う

意
志

を

持
つ

。

問
題

解
決

の
重

要
性

を
理

解
し

、
問

題
に

向
き

合
う

意
志

を

持
つ

。

問
題

解
決

の
重

要
性

を
理

解
し

、
問

題
に

向
き

合
う

意
志

を

持
つ

。

問
題

解
決

の
重

要
性

を
理

解
し

、
問

題
に

向
き

合
う

意
志

を

持
つ

。

自
ら

が
取

り
組

む
べ

き
課

題
を

探
し

、
解

決
の

た
め

に
自

ら
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
ら

が
取

り
組

む
べ

き
課

題
を

探
し

、
解

決
の

た
め

に
自

ら
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
ら

が
取

り
組

む
べ

き
課

題
を

探
し

、
解

決
の

た
め

に
自

ら
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

問
題

の
現

状
と

原
因

を
把

握
し

、
必

要
な

情
報

を
収

集
・
分

析

し
解

決
に

臨
む

こ
と

が
で

き
る

。

問
題

の
現

状
と

原
因

を
把

握
し

、
必

要
な

情
報

を
収

集
・
分

析

し
解

決
に

臨
む

こ
と

が
で

き
る

。

問
題

に
対

し
、

他
者

と
連

携
し

な
が

ら
創

造
的

な
解

決
策

を
考

案
し

、
実

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力
修

得
し

た
知

識
・
技

能
等

を
総

合
的

に
活

用
し

、
直

面
す

る
課

題
に

そ
れ

ら
を

適
用

し
て

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
と

深
く

か
か

わ
り

、
保

護

者
・
地

域
・
関

係
機

関
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

保
育

実
践

上
の

課
題

を
創

造
的

に
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

専
門

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

課
題

解
決

能
力

※
8
つ

の
項

目
に

お
い

て
、

自
分

が
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
レ

ベ
ル

に
達

し
て

い
る

か
、

○
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

汎
用

的
能

力
社

会
生

活
に

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

、
状

況
に

応
じ

て
活

用
で

き
る

。

豊
か

な
教

養
と

感
性

・
表

現
力

を
身

に
つ

け
、

高
い

倫
理

観
や

広
い

見
識

を
も

っ
て

物
事

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

教
養

豊
か

な
感

性
と

表
現

力

専
門

的
知

識
・
技

能
専

攻
す

る
専

門
分

野
に

お
け

る

基
礎

的
な

知
識

・
技

能
を

修
得

し
て

い
る

。

保
育

現
場

で
の

実
践

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

専
門

的
知

識
や

技
能

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

保
育

の
計

画
力

保
育

の
指

導
力

保
育

学
科

　
学

修
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
（
評

価
基

準
表

）
 　

2
0
2
5
年

度
生

版
：
2
0
2
5
.4

.1
0
前

期
開

始
時

実
施

保
育

学
科

態
度

・
志

向
性

社
会

で
生

き
て

い
く

た
め

の
基

本
的

な
態

度
を

身
に

つ
け

、
地

域
社

会
に

貢
献

す
る

意
欲

を
も

っ
て

い
る

。

学
び

続
け

る
意

欲
を

も
っ

て
主

体
的

に
考

え
行

動
し

、
周

囲
に

感
謝

の
気

持
ち

を
も

ち
、

他
者

と
協

調
し

て
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

主
体

的
に

学
び

続
け

る
意

欲

協
調

的
な

生
活

態
度
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芸
術
表

現
学

科
・
専

攻
科

学
修

成
果

の
自

己
評

価
記
入

日
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
学
籍
番

号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名

今
の
自

分
を
振

り
返

り
、
自
分

が
で
き
て
い
る
と
思
う
レ
ベ
ル
に
○
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
8
項

目
）

山
口

芸
術

短
期

大
学

レ
ベ
ル

1
レ
ベ
ル

2
レ
ベ
ル

3
レ
ベ
ル

4

勤
労

観
働

く
意
義

を
学
び
、
社
会

人
、
職

業
人
に
必
要

な
基
礎

的
知

識
・
技

能
を
身

に
つ
け
る
意

欲
が
あ
る
。

勤
労

観
、
職

業
観

に
つ
い

て
理
解

し
、
社

会
人
、
職

業
人

に
必
要

な
知
識

・
技

能
と
学

習
と
の
関

連
付

け
が
で
き
る
。

自
分

の
適

性
や
強

み
を
理
解

し
、

そ
れ

を
活
か

し
た
将

来
設

計
を

す
る
と
と
も
に
、
目
標

実
現
を
め

ざ
し
て
計

画
的

に
行
動

す
る
こ
と

が
で
き
る
。

勤
労
観

、
職
業

観
に
加

え
て
、
社

会
で
果
た
す
べ
き
役
割

を
理
解

し
、
就

業
と
社
会

貢
献

に
向
け
て

意
欲
的

に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き

る
。

主
体

性
／

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

芸
術
表
現

学
科

／
専
攻

科

長
期
・
短

期
の
自
己

目
標

（
ビ

ジ
ョ
ン
）
を
設
定

し
、
目
標

達
成

に
向

け
て
時
間

管
理

や
自
己

管
理

が
で
き
る
。

大
学

生
活

の
様
々

な
場
面
に
お

い
て
、
積

極
的
に
発

言
し
適
切

な
提
案

が
で
き
、
率
先

し
て
行
動

で
き
る
。

多
様

な
意
見

を
受

容
し
、
共

感
的

な
理
解

が
で
き
、
課
題

解
決

に
向

け
て
周

囲
の
人
を
巻

き
込

ん
で

行
動

で
き
る
。

的
確
な
判

断
力

と
行
動

力
を

持
っ
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め

、
課

題
に
優

先
順

位
を
つ
け
て
解

決
で
き

る
。

教
養

社
会
人
に
ふ

さ
わ

し
い
教

養
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
意
欲

的
に
学

修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
養

を
身
に
つ
け
る
学

修
過

程
を
通
し
て
、
自
ら
の
人

格
を
形
成

し
、
社

会
人
と
し
て
の
自

覚
を
も

つ
こ
と
が

で
き
る
。

教
養

を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、
多

様
な
文

化
や
価
値

を
受
け
入
れ

る
包
容

力
、
共
感

力
を
養

い
、
物

事
を
適
切

に
判
断

す
る
こ
と
が
で

き
る
。

身
に
つ
け
た
教
養

を
生
か

し
て
人

間
力
を
高

め
、
多
様

性
を
認

め
な

が
ら
課
題

を
適
切
に
解

決
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
あ
い
さ
つ
や
、
話
を
聞
く
、
も
し
く

は
話
す
と
い

っ
た
基

本
的

な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
る
。

場
面

に
応
じ
た
態

度
や
適
切

な
言
葉

遣
い

で
、
自

分
の
考

え
や
意

思
を
表

現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

様
々

な
場
面

や
状

況
に
お
い
て
、

他
者

の
意

見
を
聴

き
、
共

感
し
て

自
分

の
考

え
や
意
思

を
明

確
に

伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

自
分
の
意

見
を
積
極

的
に
述

べ
る
だ
け
で
な
く
、
他
者

の
意

見
を

傾
聴
し
、
そ
の
意
見

を
取
り
入

れ
て
議

論
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

専
門

分
野

の
知

識
・
技

能
専

門
分
野

の
基
礎

的
な
知

識
・
技

能
に
関

心
を
持

ち
、
学

ぶ
意

欲
が

あ
る
。

専
門

分
野

の
基
礎

的
な
知
識

・
技

能
を
理

解
し
、
授

業
等

で
実

践
で

き
る
。

専
門

分
野

の
基

礎
的

な
知
識

・
技

能
を
修
得

し
、
課
外

活
動

等
で
も

応
用

で
き
る
。

専
門
分

野
の
幅

広
い
知

識
・
技

能
を
修
得

し
、
学
び
続
け
る
姿
勢

を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。

創
造

力
専

門
分
野

の
課
題

を
理

解
し
、
広

い
視
野
で
探

求
す
る
意
欲

が
あ

る
。

課
題

を
分
析

し
、
理
解

し
た
内
容

を
専
門

分
野

の
観

点
で
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
門

分
野

で
修

得
し
た
知

識
・
技

能
を
も
と
に
多
角

的
な
視

点
で
発

想
し
、
表

現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

課
題
解

決
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ィ

ア
を
生

み
出

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

作
品
の
創

造
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

課
題

解
決

力
自

己
の
課
題

を
発

見
し
、
解

決
に

向
け
て
取
り
組
も
う
と
す
る
意

欲
が

あ
る
。

現
状

を
分
析

し
、
目
標

と
の
差
異

を
把
握

す
る
こ
と
で
、
課

題
を
発

見
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

地
域

が
抱

え
る
本
質

的
な
課
題

を
発

見
し
、
デ
ザ
イ
ン
思

考
に
基

づ
い

て
課
題

に
対
す
る
解
決

策
を
提

案
で
き
る
。

他
者
と
協
働

し
て
、
地

域
の
課
題

を
発

見
し
、
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
解

決
が
で
き
る
。

変
化

へ
の

適
応

力

状
況
の
変
化

を
広

い
視

野
で
感

じ
取
る
た
め

に
、
必

要
な
情

報
を

収
集
し
よ
う
と
す
る
意

欲
が

あ
る
。

状
況

の
変
化

に
応
じ
て
、
収
集

し
た
情
報

を
も
と
に
、
自

分
の
考
え

方
を
柔

軟
に
切

り
替
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

状
況

の
変

化
を
正

確
に
把
握

し
、

思
考

力
・
判

断
力

を
働

か
せ

て
適

切
に
対

応
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

状
況
の
変

化
を
予
測

し
、
冷
静

で
的

確
な
判

断
の
も
と
に
、
柔
軟

か
つ
主

体
的

に
適
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

専
門

的
知

識
・
技

能
専

攻
す
る
専
門

分
野

に
お
け
る
基

礎
的
な
知

識
・
技

能
を
修
得

し
て
い

る
。

デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
音

楽
分

野
の

知
識
・
技

能
を
身
に
つ
け
、
新
し
い

価
値
を
創
造

で
き
る
。

総
合

的
な
学

習
体

験
と
創

造
的

思
考

力
修

得
し
た
知

識
・
技

能
等

を
総

合
的

に
活

用
し
、
直

面
す
る
課
題

に
そ
れ

ら
を
適
用

し
て
解
決

す
る
こ
と
が
で

き
る
。

課
題
を
発
見

し
て
解
決

す
る
力

や
、

広
い
視

野
で
変
化

に
適
応

す
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
る
。

芸
術

表
現

学
科

・
専

攻
科

態
度

・
志

向
性

社
会
で
生
き
て
い

く
た
め
の
基
本

的
な
態
度

を
身

に
つ
け
、
地

域
社

会
に
貢

献
す
る
意
欲

を
も
っ
て
い

る
。

働
く
意

義
を
理
解

し
、
主
体

性
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
を
も
っ
て
物
事

に
取

り
組
む

こ
と
が

で
き
る
。

汎
用

的
能

力
社

会
生

活
に
必

要
な
能

力
を
身
に

つ
け
、
状
況

に
応
じ
て
活
用

で
き

る
。

社
会
人

に
ふ
さ
わ

し
い
教

養
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
身
に
つ

け
て
い
る
。
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【表 23】入学前課題 

 
 
【表 24】公的奨学金貸与・給付状況 

 
 
 

［名称］入学前セミナー ・国語（漢字・四字熟語等）課題

［時期］総合型選抜1・2・3期、学校推薦型選抜

合格者：1月24日（土） ・絵本課題

一般選抜・共通テスト利用選抜・社会人（職業
訓練生）

・保育音楽課題（音楽基礎・保育
ピアノ）

合格者：3月27日（金）

［内容］大学・学科概要説明、保育講座（心構
え・準備物含む）、保育音楽講座（音楽基礎・
保育ピアノ課題含む）

［名称］入学サポートセミナー

［時期］3月5日(木)

［名称］新入生オリエンテーション

［時期］3月27日（金）

保育学科

［内容］芸術表現入門オリエンテーション

・PBLリポート課題

［内容］建学の精神、学修成果、教育課程
　　　　履修指導、大学生活、個別面談
　　　　こども性暴力防止法他

芸術表現
学科

区　　分 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

日本学生支援機構 81人 97人 84人 84人 118人

山口県ひとづくり財団 10人 9人 1人 0人 3人

介護福祉士修学資金 6人

保育士修学資金 36人 31人 32人 32人 36人

その他の奨学金 2人 5人 6人 6人 7人

合    計 135人 142人 123人 122人 164人
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【表 25】本学独自の奨学金貸与・給付状況  

  

 
【表 26】保健室利用状況 

 
※令和 5 年度から短時間の休養による利用者を含む。 
 
【表 27】相談室利用状況 

 
※令和 5 年度から外部の専門家（臨床心理士）により学生相談を実施。 
 

区　　分 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

指定校奨学金 33人 44人 43人 37人 39人

介護福祉コース特別奨学金 6人

介護福祉コース指定校奨学金 0人

芸術表現学科特別奨学金 1人 1人 0人

遠隔地特別奨学金 31人 30人 32人 31人 31人

予約制特別奨学金 1人 1人 0人 1人 2人

専攻科進学特別奨学金 1人 2人 2人 8人 7人

学修用端末購入推進奨学金
（BYOD奨学金）

100人 80人 73人

姉妹校特別奨学金 17人 19人 19人 13人

合    計 73人 78人 177人 157人 165人

区　分 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

利 用 者 総 計 213人 435人 465人 673人 554人

内 科 的 31人 56人 129人 151人 123人

外 科 的 21人 33人 38人 47人 33人

メ ン タ ル 15人 20人 81人 79人 51人

そ の 他 145人 326人 217人 396人 347人

休 養 1人 0人 95人 76人 60人

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

14人 0人 24人 65人 13人
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【表 28】進路決定状況 保育学科 （令和 3 年度～令和 7 年度） 

 
 

【表 29】進路決定状況 芸術表現学科（専攻科除く） （令和 3 年度～令和 7 年度） 

 
 
【表 30】教員組織 

 
 
 

区分 卒業生
就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就職率 進学
未　定
その他

令和3年度 90人 87人 86人 99% 2人 2人

令和4年度 97人 96人 96人 100% 0人 1人

令和5年度 70人 69人 69人 100% 0人 1人

令和6年度 72人 70人 70人 100% 0人 2人

令和7年度 64人 63人 63人 100% 0人 1人

区分 卒業生
就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就職率 進学
未　定
その他

令和3年度 31人 21人 20人 95% 2人 9人

令和4年度 34人 24人 23人 96% 3人 8人

令和5年度 46人 36人 36人 100% 2人 8人

令和6年度 38人 31人 31人 100% 5人 2人

令和7年度 37人 28人 27人 96% 7人 3人

学科等名

教授 准教授 講師 合計

学科の種類
及び規模に
応じ定める
専任教員数

〔イ〕

短期大学全体
の収容定員に
応じ定める
専任教員数

〔ロ〕

〔イ〕、〔ロ〕に
必要な教授数

保育学科 7 2 2 11 8 3

芸術表現学科 3 2 2 7 4 2

（小　計） 10 4 4 18 12 5

〔ロ〕 3 1

（合　計） 10 4 4 18 6

専任教員数 大学設置基準

15
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【表 31】研究費の助成 評価の観点 

 
 
 
【表 32】研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止についての管理・運営体

制 

 
 
【表 33】校地面積 

 
 

着　　　　　目　　　　　点

・当初の予定通り進んでいるか

・期待される研究成果をあげているか

・研究内容・研究成果の積極的な公表・普及に努めているか

・学会発表、学会誌や紀要へ論文を投稿しているか

・学生への教育効果が期待されているか

・学生の意欲向上に役立つものか

・地域への貢献となるものか

・大学の認知度向上に貢献したか
4 地域への波及効果

評価項目

1 研究の進捗・実績

2 成果の公表

3 学生への波及効果

・山口学芸大学・山口芸術短期大学における研究に係る取扱いに関する規程

・山口学芸大学・山口芸術短期大学における公的研究費取扱規則

・山口学芸大学・山口芸術短期大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における
　不正行為の防止等に関する規程

・山口学芸大学・山口芸術短期大学における公的研究費事務取扱規程

・山口学芸大学・山口芸術短期大学における共同研究取扱規程

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における受託研究取扱規程

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における外部資金受入れに係る間接経費の取扱いに
　関する規程

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における化学物質管理規程

・山口芸術短期大学寄附金取扱規程

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学科学研究費等における間接経費の運用申し合わせ

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における研究インテグリティの確保に関する規程

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学安全保障貿易管理規程

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における研究者行動規範

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における公的研究費の使用に関する行動規範

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における人を対象とする研究倫理規準

・山口学芸大学及び山口芸術短期大学における人を対象とする研究倫理審査委員会規程

校舎・体育施設敷地 屋外運動場敷地 合　　　　計

24,257㎡ 3,619㎡ 27,876㎡
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【表 34】校舎面積  

 

 
【表 35】バリアフリー化 

 
 

専　用 共　用
共有する他の
学校等の専用

短大 大学院・大学 大学専用

RC造 A棟1期 623.2㎡ 1,972.2㎡ 419.9㎡ 3,015.3㎡

RC造 A棟2期 256.5㎡ 2,739.3㎡ 150.3㎡ 3,146.1㎡

RC造 B棟 400.4㎡ 1,967.6㎡ 2,368.0㎡

RC造 L棟1期 378.1㎡ 378.1㎡

RC造 L棟2期 307.0㎡ 307.0㎡

S造 渡り廊下 36.1㎡ 36.1㎡

S造 陶芸窯 85.5㎡ 85.5㎡

RC造 C棟 1,718.1㎡ 52.5㎡ 1,770.6㎡

RC造 M棟 668.8㎡ 100.0㎡ 768.8㎡

RC造 M棟倉庫 15.4㎡ 15.4㎡

RC造 G棟 789.1㎡ 789.1㎡

RC造 F棟 22.5㎡ 572.5㎡ 320.1㎡ 915.1㎡

RC造 I棟 1,378.1㎡ 1,378.1㎡

S造 立体工房 214.1㎡ 214.1㎡

1,971.4㎡ 10,399.3㎡ 2,816.6㎡ 15,187.3㎡合　　計

合　計
校舎名（体育施設除く）

自動ドア 2か所

エレベーター 1か所

身障者用トイレ 1か所

スロープ 1か所

自動ドア 3か所

エレベーター 1か所

スロープ 1か所

エレベーター 1か所

身障者用トイレ 1か所

スロープ 1か所

L棟 スロープ 1か所

体育館 スロープ 1か所

A棟

B棟

I棟
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【表 36】蔵書数等 

 
 
【表 37】入館者数等 

 
 
【表 38】Wi-Fi 利用可能エリア 

 
 

区分 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

蔵書数 62,401冊 64246冊 65,770冊 66,234冊 68,147冊

学術雑誌数 109種 111種 111種 125種 145種

AV資料数 2,161点 2,207点 2,234点 2,256点 2,261点

座席数 57席 57席 108席 108席 108席

区分 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

入館者数 15,084人 16,055人 14,740人 15,389人 14,657人

貸出人数 1,669人 1,749人 1,673人 1,756人 1,547人

貸出冊数 4,108冊 3,909冊 3,591冊 3,817冊 3,189冊

棟 教室名等 Wi-Fi導入率※

A棟

A101　A102　A203　A204　A205　A206　A209
A301　A302　A303　A304　A305　A306　A307
A308　A309　A310　A311　A312　A400　A401
A402　A403　学生ホール

100%

B棟 B300　B301　B401　B402　B403　会議室 100%

C棟 C20　C30　学生ラウンジ 10%

F棟 F20　F30　F40　ソフィアルーム 100%

G棟 G11　G20　G21 60%

I棟 I10　図書館 100%

M棟 0%

L棟 0%

体育館 体育館 100%

※全教室数に対するWi-Fi導入教室の割合
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【表 39】理事会開催状況 

 
（※）は同日に２回開催したことを示す。 

【表 40】評議員会開催状況 

 

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

5月27日 5月30日 5月29日 5月29日　(※) 4月21日

8月25日 8月23日 8月21日 8月19日　(※) 5月29日（※）

12月21日 12月14日 12月13日 11月6日 6月23日

3月29日 3月29日 3月25日 12月16日 7月23日

- - - 3月28日　(※) 9月25日

- - - - 12月22日

- - - - 3月10日

- - - - 3月30日

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

5月27日 5月30日 5月29日 5月29日 5月29日

12月21日 8月23日 8月21日 8月19日 6月23日

3月29日 12月14日 12月13日 11月6日 12月22日

- 3月29日 3月25日 12月16日 3月30日

- - - 3月28日 -


